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合
併
後
の
新
市
霧
島
市
の
初
代
市
長
と
し

て
１
期
４
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
霧
島
市
政
の
運
営
に
全
身
全

霊
を
傾
け
精
一
杯
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果

を
挙
げ
た
と
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
１
期
４
年
間
の
市
政
に

対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
指
摘
、
ご

批
判
な
ど
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
私
と
し
て
は
謙
虚
に
、
そ
し

て
前
向
き
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
４
年
間
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
や
反
省

点
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
思
い
や
期
待
に
応
え
、
市
長
と
し
て
の

３月定例議会が２月23日から３月30日まで開かれ、
前田市長が「平成22年度施政方針」を述べました。
今回はその一部を抜粋し、お知らせします。

き
ま
す
。
特
に
、
私
が
総
合
支
所
な
ど
に
自

ら
出
向
い
て
執
務
を
行
う
「
一
日
移
動
市
長

室
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

気
軽
に
語
り
合
い
、
課
題
や
ト
ラ
ブ
ル
に
対

し
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
４
月
か
ら
毎
月
第
３
月
曜
日
を
基
本
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
や
県
に
お
け
る
予
算
編
成

わ
が
国
の
経
済
は
世
界
同
時
不
況
の
影
響

を
受
け
、
失
業
率
が
高
水
準
で
推
移
す
る
な

ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
緊

急
経
済
対
策
の
効
果
な
ど
を
背
景
に
景
気
が

持
ち
直
し
て
い
く
と
見
ら
れ
る
一
方
、
物
価

の
動
向
は
緩
や
か
な
デ
フ
レ
状
況
に
あ
り
、

消
費
者
物
価
は
、
大
幅
な
供
給
超
過
な
ど
か

ら
４
年
ぶ
り
に
下
落
に
転
じ
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
経
済
情
勢
の
中
、
国
は
国
民
の

暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
力
点
を
置
い
た
経
済
・

社
会
へ
の
転
換
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
子
育

て
、
雇
用
、
環
境
、
科
学･

技
術
に
特
に
重

点
を
置
い
た
平
成
22
年
度
予
算
編
成
を
行
う

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
地
方
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個

人
所
得
の
大
幅
な
減
少
や
企
業
収
益
の
急
激

な
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
地
方
税
収
入
や
地
方

交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
引
き
続

き
落
ち
込
む
中
で
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の

自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る

こ
と
な
ど
で
、
財
源
不
足
額
が
18
兆
２
１
６

８
億
円
と
過
去
最
大
の
規
模
に
拡
大
す
る
も

の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
主
権
の
確
立
に
向
け
た
制
度

改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
地
方
財
政
の
所

要
財
源
を
確
保
し
、
地
方
経
済
を
支
え
、
地

域
活
力
の
回
復
を
図
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

地
方
交
付
税
総
額
を
対
前
年
度
比
で
１
・
１

兆
円
増
額
す
る
と
と
も
に
、
地
方
財
政
計
画

の
一
般
歳
出
に
約
１
兆
円
の「
地
域
活
性
化
・

雇
用
等
臨
時
特
例
費
」
が
計
上
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

鹿
児
島
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
景
気
の
後

退
に
伴
い
県
税
収
入
が
大
幅
に
落
ち
込
ん
で

い
る
上
に
、
国
の
予
算
に
お
け
る
公
共
事
業

関
係
費
の
大
幅
な
削
減
の
影
響
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
の
増
、

高
水
準
で
推
移
す
る
公
債
費
な
ど
、
引
き
続

き
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
平
成
22
年
度
予

算
に
お
き
ま
し
て
は
、「
県
政
刷
新
大
綱
」

の
フ
レ
ー
ム
を
踏
ま
え
た
歳
出
削
減
・
歳
入

確
保
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、「
改
革

継
続
・
生
活
優
先
予
算
」
と
し
て
ほ
ぼ
前
年

度
と
同
規
模
の
予
算
編
成
が
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

霧
島
市
の
予
算
編
成

「
霧
島・元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生
予
算
」

キ
ー
ワ
ー
ド
は
８
つ
の「
Ｋ
」

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
「
霧

島
市
行
政
改
革
大
綱
」、「
霧
島
市
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
霧
島
市
経
営
健
全
化
計

画
」
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た

結
果
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
成
果
は
出
て

き
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
国
・
県
同

様
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

引
き
続
き
、
財
政
健
全
化
に
向
け
、
自
主
財

源
の
確
保
や
新
た
な
収
入
の
積
極
的
な
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
投
資
的
経
費
な
ど
の

抑
制
に
よ
る
市
債
残
高
の
縮
減
な
ど
を
軸
に
、

歳
出
抑
制
の
た
め
徹
底
し
た
事
務
経
費
な
ど

の
抑
制
、
事
務
執
行
の
効
率
化
な
ど
を
図
る

な
ど
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
よ
り
一
層
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
度
予

算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き

「
持
続
可
能
な
健
全
財
政
の
確
立
」「
将
来
市

民
負
担
の
軽
減
」「
ビ
ル
ド
ア
ン
ド
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
推
進
」「
市
民
へ
の
説
明
責
任
」
を
編

成
の
基
本
方
針
と
し
て
定
め
、「
第
一
次
霧

島
市
総
合
計
画
」
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と

自
然
が
輝
き
、
人
が
拓ひ

ら

く
、
多
機
能
都
市
」

の
実
現
に
向
け
、
７
つ
の
政
策
を
着
実
に
推

進
す
る
内
容
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

元気！霧島・市民力のまちづくり を進めます

「
環
境
、子
育
て
、健
康
、雇
用
、観
光
、環
霧
島
、霧
島
茶
、教
育
」の 

８
つ
の「
Ｋ
」

重
責
を
果
た
せ
る
よ
う
誠
心
誠
意
、
全
力
を

傾
注
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

私
の
２
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
長
就
任
以
来
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た

「
市
民
が
主
役
」
の
信
念
の
も
と
、
民
意
を

第
一
に
現
場
主
義
を
堅
持
し
な
が
ら
、「
開

か
れ
た
市
政
」「
活
力
あ
る
市
政
」「
公
正
公

平
な
市
政
」
の
３
つ
の
基
本
姿
勢
を
モ
ッ

ト
ー
に
「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」
と
い
う
政
策

か
ら
、「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
と
い
う
「
選

択
と
集
中
」
に
よ
る
政
策
を
更
に
進
め
る
と

と
も
に
、
霧
島
市
の
「
地
域
力
」「
市
民
力
」

と
「
行
政
」
が
「
共
生
・
共
働
・
共
助
」
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
元
気
！
霧
島
・
市
民
力

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
誰
も
が
「
こ
の

ま
ち
に
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
よ
う
な
市
民
生
活
の
実
現
に
向

け
て
、
霧
島
市
の
新
し
い
時
代
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
私
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
や「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」

の
７
つ
の
基
本
政
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い

な
お
、
予
算
編
成
に
際
し
て
は
、
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
予
算
と
総
合
計
画

が
連
動
し
、
効
果
的
・
合
理
的
な
も
の
と
な

る
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
は
、
国
の
第
二

次
補
正
予
算
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
平
成
21
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
と
一
体
的
な
予
算
と

し
、
将
来
の
霧
島
市
を
見
据
え
、
今
取
り
組

む
べ
き
施
策
を
盛
り
込
み
、
引
き
続
き
「
霧

島
・
元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生
予
算
」
と
し

て
お
り
、「
環
境
、
子
育
て
、
健
康
、
雇
用
、

観
光
、
環
霧
島
、
霧
島
茶
、
教
育
」
の
８
つ

の
「
Ｋ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
組
む
予
算

と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
22
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
を
５
０
３
億
７
千

万
円
と
し
、
平
成
21
年
度
と
比
較
し
て
９
億

５
千
万
円
、１
・
９
㌫
増
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
22
年
度
は
景
気
の
後
退
に
よ

り
、
市
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
が
約

３
億
６
５
０
０
万
円
の
減
と
見
込
ま
る
こ
と

か
ら
、
一
般
財
源
の
不
足
額
10
億
２
千
万
円

を
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
で
対
応
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
「
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
健
全
財
政
」
を
維

持
す
る
た
め
、
引
き
続
き
財
政
健
全
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

※�

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
市
長
の
部
屋
（
こ
れ
か
ら
の
市
政
）」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成22年度施政方針

広報きりしま  �



民生費
140億8,230万円
（28.5%）

公債費
86億9,979万円
（17.6%）

総務費
64億7,868万円
（13.1%）

教育費
62億3,158万円
（12.6%）

土木費
53億9,188万円
（10.9%）

衛生費
35億
5,388万円
（7.2%）

霧島・元気なふるさと再生予算

平成22年度当初予算
霧島市の平成22年度当初予算が平成22
年第1回市議会定例会で審議され、3月30日
に可決されました。
平成22年度当初予算につきましては、行
政評価システムを活用することにより、予算
と総合計画が連動し、効果的・合理的なもの
となるよう努めました。また、将来の霧島市を
見据え、今取り組むべき施策を盛り込むなど、
平成２１年度に引き続き「霧島・元気なふるさ

と再生予算」としており、「環境、子育て、健康、
雇用、観光、環霧島、霧島茶、教育」の８つの
「Ｋ」をキーワードに取り組む予算としました。
その結果、平成22年度一般会計当初予
算の総額を503億7千万円とし、平成21年度
と比較して9億5千万円、1.9㌫増の予算とし
ました。
特に、平成22年度は、景気の後退により、

市税や地方消費税交付金などが平成21年

度に比べ約3億6,500万円の減と見込まれ
ることから、一般財源の不足額10億2千万
円を財政調整基金の取崩しで対応すること
としました。
今後も「将来にわたり持続可能な健全財

政」を維持するため、引き続き財政健全化に
努めていきます。
今回は、その内容について概要をお知らせ

します。

●各会計予算規模
区　　　　分 22年度 21年度 増　減　額 増減率

一 般 会 計 503億7,000万円 494億2,000万円 9億5,000万円 1.9%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 135億9,966万円 135億2,285万円 7,681万円 0.6%
後期高齢者医療特別会計 10億8,314万円 11億1,404万円 △3,090万円 △2.8%
老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 213万円 3,813万円 △3,600万円 △94.4%
介 護 保 険 特 別 会 計 82億3,350万円 79億6,120万円 2億7,230万円 3.4%
交通災害共済事業特別会計 3,161万円 3,166万円 △5万円 △0.2%
下 水 道 事 業 特 別 会 計 15億5,817万円 15億2,853万円 2,964万円 1.9%
温 泉 供 給 特 別 会 計 9,974万円 7,806万円 2,168万円 27.8%
小 計 246億 795万円 242億7,447万円 3億3,348万円 1.4％
合　　　　　計 749億7,795万円 736億9,447万円 12億8,348万円 1.7%

農林水産業費 17億8,088万円（3.6%）　消防費 18億798万円（3.7%）　その他 13億9,303万円（2.8%）●歳出の目的別分類の状況（一般会計）

平成22年度
総額
503億7,000万円

平成21年度
総額
494億2,000万円

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500（億円）

農林水産業費 21億4,845万円（4.3%）　消防費 19億1,417万円（3.8%）　その他 13億9,365万円（2.8%）

一般会計歳入歳出総額503億7,000万円

地方交付税
138億円
（27.4％）

市債
51億8,420万円

（10.3％）

国庫支出金
70億2,933万円
（14.0％）

県支出金
35億4,109万円

（7.0％）

繰入金
11億1,298万円
（2.2％）

人件費
109億2,495万円
（21.7％）

その他
1億8,477万円
（0.4％）

災害復旧事業費
2億4,420万円
（0.5％）

繰出金
30億5,885万円

（6.1％）

補助費等
33億9,259万円

（6.7％）

維持補修費
8億8,132万円

（1.7％）

物件費
63億7,451万円
（12.7％）

●歳入の状況（一般会計）

公債費
87億1,286万円
（17.3％）

分担金負担金
6億9,029万円
（1.4％）

その他
9億1,912万円
（1.8％）

使用料手数料
15億3,829万円
（3.1％）

地方消費税
11億7,200万円

（2.3％）

地方譲与税
7億1,800万円

（1.4％）

その他
4億2,438万円

（0.8％）

市税
142億4,032万円
（28.3％）

扶助費
102億1,435万円
（20.3％）

●歳出の性質別分類の状況（一般会計）

自主財源
185億100万円
（36.8％）

依存財源
318億6,900万円
（63.2％）

義務的経費
298億5,216万円
（59.3％）

投資的経費
66億2,580万円
（13.1％）

その他の経費
138億9,204万円
（27.6％）

歳出総額

503億
7,000万円

普通建設事業費
63億8,160万円
（12.6％）

歳入総額

503億
7,000万円

民生費
161億8,362万円
（32.1%）

公債費
87億1,286万円
（17.3%）

総務費
64億9,766万円
（12.9%）

教育費
50億6,823万円
（10.0%）

土木費
47億

8,094万円
（9.5%）

衛生費
36億
7,042万円
（7.3%）

霧島・元気なふるさと再生予算
平成22年度当初予算

霧島市は、平成20年度から向こう10年間
の市政を「第一次霧島市総合計画」に基づき、
運営していくこととしています。その中で、まち

づくりの課題として掲げている28施策のうち、
次の8つの施策を「重点施策」と位置づけて
います。

活力ある産業のまちづくり
❶農・林・水産業の振興 ❷商工業の振興 ❸観光業の振興 ❹雇用の促進

１．林道整備事業 129,024 １．霧島ふるさと祭実行委員会活動支援事業 3,325 １．NHK大河ドラマ「龍馬伝」誘致事業 3,914 １．緊急雇用促進事業 2,000
２．活動火山周辺地域防災営農対策事業 73,014 ２．商工業資金利子補給事業 34,812 ２．観光資源情報発信事業 6,432 ２．緊急雇用創出事業臨時特例基金事業 184,142
３．全国茶品評会出品準備補助 9,500 ３．大河ドラマ「龍馬伝」観光宣伝広告事業 5,635 ３．ふるさと雇用再生特別基金事業 50,806
４．霧島茶ブランド確立ＰＲ事業 16,550 ４．塩浸温泉龍馬公園維持管理事業 13,170
５．農道・用排水路整備事業 73,301 ５．市制 5 周年記念霧島市花火大会開催支援事業 12,000
６．緑地公園整備事業 89,000

快適で魅力あるまちづくり たすけあい支えあうまちづくり 共生・協働のまちづくり
❺生活基盤の充実 ❻交通体系の充実 ❼子育て環境の充実 ❽市民参加によるまちづくりの推進

１．移住定住促進事業 25,000 １．（仮称）新川北線街路整備事業 14,010 １．子育て支援センター管理運営事業 55,850 １．市制 5 周年記念式典事業 4,500
２．住居表示整備事業 4,991 ２．橋梁長寿命化修繕事業 12,000 ２．地域子育て創出事業 6,951 ２．地域活性化支援事業 16,957
３．景観計画策定事業および景観条例制定事業 4,226 ３．地方道路整備事業 215,274 ３．子育て一時預り支援事業 11,166 ３．有線放送施設等整備支援事業 48,400
４．公園施設長寿命化計画事業 8,000 ４．道路新設改良事業 258,670 ４．家庭児童相談事業 7,959
５．緑の基本計画策定事業 15,000 ５．子ども手当支給事業 2,282,280
６．木之房団地建替事業 177,975 ６．児童扶養手当支給事業 637,121

７．きりしま出会いサポート事業 500

そ　の　他　の　施　策
自然環境の保全 学校教育の充実 広域的な施策の取組み その他

１．自然公園ふれあい全国大会開催事業 4,482 １．牧園中学校校舎等改築事業 432,489 １．環霧島会議運営事業 669 １．地上デジタル放送支援事業 134,957
２．ふるさとの木による霧島の森再生事業 6,658 ２．小中学校耐震補強事業 124,989 ２．霧島ジオパーク推進事業 2,399 ２．防災行政無線整備事業 301,653
３．合併処理浄化槽設置整備事業（汲取切替） 18,000 ３．国分西小学校大規模改造事業 293,694 ３．消防緊急通信指令施設整備事業 13,390
４．省エネモデル住宅建設事業 47,053 ４．国分小学校校舎改築・大規模改修事業 28,500 ４．高齢者運転免許証自主返納支援事業 1,200
５．シカ頭数調査事業 6,000 ５．発達障害早期総合支援事業 1,373 ５．健康生きがいづくり推進モデル事業 10,648

●重点的に実施する主要事業

（単位：千円）

（注）�掲載した事業は、予算の中から「重点施策」と「その他の施策」ごとに、「新規」、「拡充」事業と特色ある事務事業を抜粋し、事業費を掲載しています。

【産業の発展の課題解決策】❶ 農・林・水産業の振興　❷ 商工業の振興　❸ 観光業の振興　❹ 雇用の促進   
【快適な生活を送る上での

課題解決策】
❺ 生活基盤の充実　❻交通体系の充実　❼ 子育て環境の充実　❽ 市民参加によ
るまちづくりの推進
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その他

区　　　分 20年度 21年度 22年度

市債借入額 52億7,630万円 55億円 51億8,420万円

公　債　費 85億8,925万円 86億9,979万円 87億1,286万円

市 債 残 高 763億8,075万円 741億8,051万円 719億2,021万円

市債残高（健全化計画） 791億円 777億円 756億円

●市債残高
◎年度ごとの推移（一般会計）

※市債借入額、公債費は当初予算額（一時借入金は除く）
※市債残高の21年度、22年度は見込額

区　　　分 20年度 21年度 22年度

財政調整基金 44億 809万円 48億 569万円 38億 43万円

減債基金 14億2,832万円 11億8,636万円 11億8,992万円

特定建設事業基金 12億7,159万円 13億6,656万円 13億7,342万円

その他特定目的基金 59億 692万円 60億1,331万円 59億3,690万円

合　　計 130億1,492万円 133億7,192万円 123億 67万円

●基金残高

※21年度、22年度は見込額

自主財源	 ：	市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料など自主的に収入ができる財源で、行政活動の自主性と安定性を確保できるかど
うかの尺度になるもの

依存財源	 ：	地方交付税、国庫支出金、県支出金など、国、県から定められたり、割り当てられたりするもの
義務的経費	 ：	歳出のうち、その支出が義務付けられ、任意に削減できない経費で、極めて硬直性の強い経費
人件費	 ：	職員給、議員報酬、各種委員報酬、退職手当負担金など
扶助費	 ：	生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき支出する経費
公債費	 ：	市債の元利償還金および一時借入金利子の合計額
投資的経費	 ：	支出の効果が資本形成に向けられ、道路建設や学校建設など将来に残るものに支出される経費
普通建設事業費	 ：	道路、橋りょう、学校、庁舎など公共用または公用施設の新増設などの建設事業に要する経費
物件費	 ：	消費的性質の経費で、賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備品購入費、報償費、委託料、使用料及び賃借料など
維持補修費	 ：	市が管理する公共用施設などの効用を保全するための経費
繰出金	 ：	一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経費

【用語解説】

入　

湯　

税

事　業　名 充当額

１．消防施設等整備事業 4,900

２．観光施設整備事業 5,500

３．観光振興事業 106,300

合　　計（税額） 116,700

都
市
計
画
税

事　業　名 充当額

１．土地区画整理事業 160,141

２．街路事業 56,203

３．公園事業 148,715

４．下水道事業 86,462

５．その他都市計画事業 62,138

６．公債費 150,341

合　　計（税額） 664,000

●入湯税および都市計画税の充当事業

※�入湯税は環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、観光施設、消防施設などの整備および観
光の振興に要する費用に充てるため、鉱泉浴場における入湯に対し、入湯客に課す目的税です。
※�都市計画税は都市計画事業（道路・公園・下水道）または土地区画整理事業に要する費用に
充てるため、都市計画法による都市計画区域内の一部の土地または家屋に課す目的税です。

（単位：千円）

（単位：千円）

市債残高
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●財政調整に活用可能な３基金残高
【財政調整基金・減債基金・特定建設事業基金の計】
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◎年度ごとの推移（一般会計）

霧島・元気なふるさと再生予算
平成22年度当初予算

区　　　　分 22年度 21年度 増　減　額 増減率
市 民 税 51億2,600万円 55億5,100万円 △4億2,500万円 △7.7%
固 定 資 産 税 73億2,361万円 71億7,104万円 1億5,257万円 2.1%
軽 自 動 車 税 3億 円 2億8,900万円 1,100万円 3.8%
市 た ば こ 税 7億1,000万円 7億1,400万円 △400万円 △0.6%
都 市 計 画 税 6億6,400万円 6億4,300万円 2,100万円 3.3%
そ の 他 1億1,671万円 1億2,001万円 △330万円 △2.8%

合　　　　　計 142億4,032万円 144億8,805万円 △2億4,773万円 △1.7%

●市税の内訳

霧島市の平成22年度一般会計当初予算の総
額503億7千万円を平成22年2月1日現在の人口
128,472人で計算した、市民一人あたりの予算額は、
次のとおりとなっています。
特に、児童、高齢者、障がい者の福祉のための予

算（民生費）や、これまでに施設整備のために借りた
お金の返済のための予算（公債費）、そのほか、総務
費、教育費などが主な予算となっています。平成21
年度と比較すると、ごみやし尿の処理、健康増進の
ための予算（衛生費）などが増額、道路や公園、公営
住宅の整備などの予算（土木費）などが減額となり、
市民一人あたりの予算額は、392,070円（対前年度
比7,101円の増）となります。

※�人口は平成22年2月1日�
現在の128,472人

●市民一人あたりの予算（一般会計）

公債費 総務費
125,970円

児童、高齢者、障がい者の
福祉推進などに

民生費

土木費 衛生費教育費

消防費農林水産業費

67,819円 50,576円

28,570円37,214円39,450円

16,723円 14,900円 10,848円

これまでの施設整備などで
借りたお金の返済に

（対前年度50円増） （対前年度109円増）
総務管理、財産管理、企画
調整、地域振興、税務事務
などに

道路、公園、公営住宅の整
備などに

（対前年度4,787円減）
ごみ、し尿の処理や健康
増進事業などに

（対前年度886円増）
学校の管理運営や施設
整備および生涯学習の
推進などに

（対前年度9,092円減）

消防活動や救急業務などに
（対前年度816円増）

商業、観光の振興および市議会運営、災害復旧
などに

（対前年度3円減）
農業、林業、畜産業、水産
業の振興などに

（対前年度2,850円増）

（対前年度16,272円増）

市民一人あたりの予算

392,070円
（対前年度7,101円増）

19年度

76

45

20年度 21年度 22年度19年度

719
756742777764791785799
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霧 島 か わ ら 版
鹿
児
島
県
立
牧
園
高
等
学
校
の

閉
校
式
が
３
月
３
日
に
あ
り
ま
し

た
。
卒
業
生
や
同
校
同
窓
会
会
員

ら
約
５
０
０
人
が
出
席
、
65
年
の

歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
ま
し
た
。

式
は
暖
か
な
日
差
し
の
中
、
３

年
生
57
人
の
卒
業
式
の
後
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
生
徒
ら
の

活
躍
を
紹
介
し
た
写
真
や
表
彰
状

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
式
で
は
卒
業

生
が
活
躍
す
る
九
面
太
鼓
グ
ル
ー

プ
「
和わ

か
な奏

」
の
演
奏
が
会
場
の
体

育
館
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

同
校
は
牧
園
町
立
青
年
学
校
の

校
舎
を
使
っ
て
昭
和
20
年
に
創
設
、

こ
れ
ま
で
に
８
１
１
２
人
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
し
か
し

少
子
化
に
伴
う
高
校
再
編
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
に
湧
水
町
の
栗
野
工

業
高
校
と
再
編
し
、
牧
園
高
校
敷

地
内
に
霧
島
高
校
を
新
設
。
こ
の

日
が
最
後
の
卒
業
式
、
そ
し
て
閉

校
式
と
な
り
ま
し
た
。

「
最
後
の
校
歌
を
歌
っ
た
と
き

CIVIC NEWS

は
涙
が
出
ま
し
た
」。
昭
和
40
年

度
卒
業
生
で
同
窓
会
関
東
支
部

長
を
務
め
て
い
る
槐げ

島じ
ま

義
則
さ
ん

（
62
）は
、こ
の
日
の
た
め
に
東
京

か
ら
帰
省
。「
寂
し
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
牧
園
高
校
の
歴
史
を
霧
島

高
校
が
引
き
継
い
で
く
れ
る
と
い

う
希
望
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
感
慨
深
げ
に
話
し
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
２
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
、

昭
和
57
年
の
大
会
で
は
全
国
３
位
。

馬
術
部
は
、
平
成
元
年
と
平
成
６

年
に
全
国
高
等
学
校
馬
術
大
会
で

優
勝
し
て
い
ま
す
。
昭
和
37
年
に

は
同
校
出
身
の
中
俣
修
さ
ん
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会

市
で
は
生
活
様
式
の
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き

る
市
税
な
ど
の
税
金
や
各
種
料
金

の
種
類
を
拡
大
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
始
め
た
こ
と

で
休
日
、
夜
間
を
問
わ
ず
、
い
つ

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
気
軽
に
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
納
付
が
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
収
納
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き

24時間どこからでも
コンビニ納付できます
休日、夜間を問わず、いつでも納められるようになりました。
24時間、全国どこからでもできるコンビニ納付をご利用ください。

税金や各種料金

牧
園
高
校
の
歴
史
は

霧
島
高
校
へ
と
引
き
継
が
れ
る

高
校
再
編
に
伴
う
寂
し
さ
と
希
望

65
年
の
歴
史
に
幕

ヤ
マ
ザ
キ
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ス

リ
ー
エ
フ
、
ａ
ｍ
／
ｐ
ｍ
、
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
、
コ
コ
ス
ト

ア
、
ポ
プ
ラ
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、

生
活
彩
家
、
エ
ブ
リ
ワ
ン
、
ハ
ー

ト
イ
ン
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
（
北
海
道
の

み
）

※�

コ
ン
ビ
ニ
以
外
の
支
払
い
場
所

は
、
納
付
書
裏
面
の
納
付
場
所

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
収
納

課
☎（
64
）０
８
９
２
、
水
道
料
＝�

水
道
部
管
理
課
☎（
42
）３
５
０
０
、�

住
宅
使
用
料
＝
建
築
住
宅
課
☎

（
64
）０
９
６
５
、
保
育
料
＝
児

童
福
祉
課
☎（
64
）０
９
９
１

●
取
り
扱
い
コ
ン
ビ
ニ
一
覧

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー

ク
ル
Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
、
デ
イ
リ
ー

最後を惜しむ卒業生の皆さん

る
納
付
書
に
は
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
、
１
枚
の
金
額
が
30
万
円

以
下
の
も
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

利
用
期
限
が
過
ぎ
て
い
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
利
用

で
き
な
い
納
付
書
は
、
近
く
の
金

融
機
関
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。ま

た
、
窓
口
に
支
払
い
に
行
か

な
く
て
も
納
付
が
で
き
る
、
便
利

な
口
座
振
替
も
併
せ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●�

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
税
金

や
各
種
料
金（
問
い
合
わ
せ
先
）

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

に
出
場
し
て
い
ま
す
。

生
徒
会
長
の
西
原
剛
君
は
、「
幕

を
閉
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
誇

り
の
持
て
る
学
校
で
し
た
。
こ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
社
会

に
貢
献
し
た
い
」
と
胸
を
張
っ
て

い
ま
し
た
。

牧
園
高
校
と
栗
野
工
業
高
校
の

輝
か
し
い
歴
史
は
、
こ
れ
か
ら
も

霧
島
高
校
に
引
き
継
が
れ
て
い
き

ま
す
。

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.4, Japan
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火災警報器の
普及を目指す

創部26年
ソニー初の日本一
国分にあるソニーセミコンダク

タ九州の女子ハンドボール部が、
第34回日本リーグで北国銀行を
25対24の接戦で破って優勝、４
月１日に優勝報告のため市役所を

訪れました。
ハンドボール部の創部は1984年。国民体育大会では2005年と2006年

に優勝していますが、日本リーグでの優勝は初めてでした。郭
かくへじょん

惠靜監督
は「守備力を重視して戦ってきました。今度は追われる立場になります。
連覇を期待されているので今後も頑張っていきたいです」と話されました。

住宅用火災警報器普及啓発指導
員の任用通知書交付式が、４月１
日に市消防局でありました。
任命を受けたのは古俵綾乃さん

（42）、内村美紀さん（32）、竹松
美穂さん（32）、竹迫真奈美さん（24）の４人。一般家庭の住宅用火災警報
器は、平成23年6月1日までに設置するように義務付けられています。今
後、普及員は警報器が設置されているかを確認しながら住宅を巡回しま
す。消防局では一日でも早く警報器が設置され、霧島市から焼死者が出
ないよう普及啓発活動に取り組み、安心安全なまちづくりに貢献します。

いつまでも友達
西小分離式
天降川小学校の新設に伴い、国

分西小学校の在校児童810人のう
ち335人が天降川小学校に転入す
るため、３月25日に分離式が国
分西小学校の体育館でありました。

同小学校に残る植元優
ゆう

花
か

さんは「仲のよかった友達と別れるのはさびし
いですがみんなのことは忘れません」、天降川小学校に転入する藏薗明秀
君は「西小学校を離れ、天降川小学校に行くのは緊張しますが新しい歴史
を作っていきます」とあいさつしました。最後に全員で天降川小学校と国
分西小学校の校歌を歌い、元気な歌声が体育館いっぱいに響き渡りました。

地元のもてなしで
元気倍増
坂本龍

りょう　ま

馬と妻のお龍
りょう

が日本で最
初の新婚旅行に訪れた霧島路を歩
く龍馬ハネムーンウォークin霧島
が20日と21日の両日開かれました。
初日の龍馬夫婦が滞在した硫黄谷

温泉などを通る霧島温泉コースや龍馬が眺めた犬飼滝などを巡る犬飼・中
津川コースのほか、２日目の菜の花の中を歩くコース、隼人・天降川コー
スの４コースが用意され、約4,550人が参加しました。また、コース途中
のいたるところで、地元のボランティアの方々によるつけ物やお茶などの
おもてなしがあり、参加者は霧島の景色や味を堪能しているようでした。



国分

隼人

福山

溝辺 ※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）

※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）

【
対
象
者
】

①�

霧
島
市
に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以
上

の
方
＝
配
布
場
所
で
受
領
で
き
る
方

は
昭
和
15
年
５
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
す
。
昭
和
15
年
５
月
２
日

か
ら
昭
和
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
は
、誕
生
月
以
降
に
長
寿
・

障
害
福
祉
課
、
隼
人
福
祉
課
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
で
交
付
し
ま
す
。

②�

霧
島
市
に
住
所
を
有
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
＝
障
害
等
級
、

誕
生
月
に
か
か
わ
ら
ず
交
付
し
ま
す
。

【
助
成
額
】

●�

温
泉
保
養
券（
１
冊
12
枚
）＝
入
浴
１

回
に
つ
き
１
５
０
円
（
１
枚
）、
１
日

保
養
の
場
合
は
１
回
に
つ
き
９
０
０
円

（
６
枚
）
助
成

●�

は
り
・
き
ゅ
う
受
診
券
（
１
冊
12
枚
）

＝
は
り･

き
ゅ
う･

あ
ん
ま･

マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
た
場
合
、
１
回
に
つ
き
５
０

０
円
（
１
枚
）
助
成

※�

５
月
２
日
以
降
に
70
歳
に
な
ら
れ
る
方

（
手
帳
所
持
者
は
除
く
）
は
、
誕
生
日

の
属
す
る
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で

の
月
数
に
相
当
す
る
枚
数
を
配
布
し
ま

す
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

◦�

印
鑑
＝
本
人
の
も
の
（
認
め
印
可
）。

夫
婦
は
同
じ
印
鑑
で
よ
い
。
そ
れ
以
外

は
同
世
帯
で
も
別
々
の
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

代
理
受
領
も
対
象
者
本
人
の
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
70
歳
以
上
は
不

要
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課

長
寿
・
介
護
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
９

５
、
隼
人
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課

期  日 場　　　　　所 時　　間

4/22（木）

下有川公民館 8：30 ～ 9：00

玉利自治公民館 9：15 ～ 10：15

崎森地区公民館 10：30 ～ 11：00

竹子集会施設 13：30 ～ 14：30

ふれあい温泉センター 14：40 ～ 15：30

石峯自治公民館 15：45 ～ 16：20

4/23（金）溝辺総合支所市民福祉課（保健福祉グループ） 8：30 ～ 16：30

期  日 場　　　　　所 時　　間

4/22（木）
紫尾田活性化センター 10：00 ～ 10：30

赤水消防拠点施設 11：00 ～ 11：30

横川総合支所市民福祉課（保健福祉グループ） 13：00 ～ 17：00

横川

期日 場　　　　　所 時　　間

4/22（木）
霧島保健福祉センター 9：30 ～ 11：00

祓谷公民館 13：30 ～ 14：30

市後柄公民館 15：00 ～ 16：00

4/23（金）
緑の村 9：30 ～ 11：00

田口地区公民館 13：30 ～ 14：30

多目的集会施設 15：00 ～ 16：00

4/26（月）
永水地区公民館 9：30 ～ 11：00

霧島総合支所 1階和室 13：00 ～ 17：00

霧島
期日 場　　　所 時　　間 自治会名

4/22（木）
三体校区公民館 9：00 ～ 11：30 三体１～４区

万膳校区公民館 13：00 ～ 16：30 万膳１～５区

4/23（金）
中津川校区公民館 9：00 ～ 11：30 中津川１～８区

持松校区公民館 13：00 ～ 16：30 持松１～４区

4/26（月）
高千穂校区公民館 9：00 ～ 11：30 高千穂１～８区

牧園総合支所市民福祉課
（保健福祉グループ） 13：00 ～ 16：30 牧園１～ 10 区

牧園
期日 場　所 時　間 自　治　会　名 場　所 時　間 自　治　会　名

4/22 
（月） 小廻地区公民館 10：30 ～ 11：30 小廻

大廻地区公民館 13：30 ～ 14：30 上大廻・中大廻・磯脇・磯新堀

福山総合支所（市民福祉課）15：00 ～ 17：00 浦町・麓・南園

4/23 
（金）

西牧之原地区公民館 9：00 ～ 10：00 西牧之原 佳例川地区公民館 13：30 ～ 14：30 割子田・前川内・池田・柴建

東牧之原地区公民館 10：30 ～ 11：30 東牧之原・平野 下牧之原地区公民館 15：30 ～ 16：30 下牧・前牧・新牧・花建原・福原

4/26 
（月）

新原公民館 9：15 ～ 10：00 新原 池之谷公民館 13：30 ～ 14：30 池之谷・旭ヶ丘・堀之頭・国師・砂走

川路原公民館 10：30 ～ 11：15 川路原 福地地区公民館 15：15 ～ 16：00 福地

4/27 
（火）

六村公民館 9：00 ～ 10：00 内場・辰伴・牧野・牧野中・立元・六村
牧之原支所 13：30 ～ 16：30 町内全域

比曽木野地区公民館 10：30 ～ 11：30 比曽木野

期日 場　所 時　間 自　治　会　名 場　所 時　間 自　治　会　名

4/22
（木）

埓上公民館 9：00 ～ 9：30 加納内上・埓上・里上・小浜団地・小牧 天降川
共同利用施設 8：50 ～ 9：50 天降川・天降川団地・木之房１～２・京セラ寮・

川原団地・木之房団地・県営天降川団地小浜地区公民館 9：50 ～ 10：50 長浜・加納内下・埓下・里下・馬場
人権啓発センター 11：10 ～ 11：30 真孝西１～６ 日当山地区

公民館 10：10 ～ 11：40 東林寺・しゅじゅどん・中須東・中須西・東
馬場・橋之口・湯之元１～２・東郷団地小田東公民館 13：30 ～ 14：30 東前・東後・溝上・中央１

小野地区公民館 14：50 ～ 15：30 中央２・小田中福良・小田西
隼人姫城地区
公民館 13：30 ～ 16：00

中城上・中城中・中城下・諏訪・姫城団地・中姫
城東・中姫城西・稲成田・平岡団地・大鳥・新
七・姫城温泉東・姫城温泉西・姫城温泉南・西
瓜川原・新姫城団地・山野東・山野中・山野北野久美田公民館 15：50 ～ 16：30 野久美田１～２・清水

4/23
（金）

真孝公民館 9：00 ～ 11：30 真孝１～１７
表木山公民館 8:45 ～ 9：00 表木山
迫間公民館 9：15 ～ 9：30 迫間

本町公民館 13：30 ～ 14：40 本町１～４・松山１～４ 中福良公民館 9：45 ～ 10：00 暮幸・井手上・立神・下中福良・中中福良

浜之市
ふれあいセンター 15：00 ～ 15：40 納屋１～６・浜之市団地

中福良地区
公民館 10：15 ～ 10：45 餅田上・餅田下・堂地東・堂地西・郡山・中

初場・中牟田・坂下

妙見消防車庫 11：00 ～ 11：20 妙見・安楽

川尻公民館 16：00 ～ 16：40 川尻東・川尻西・川尻北

新溝公民館 13：30 ～ 14：50 高江・鼻切・高畑・新高畑・新溝・山下・グ
リーンタウン

日当山春光園 15：10 ～ 16：00 春光園・松元・鳥越・牟田・湯田・日当山団
地・東郷ニュウタウン

4/26
（月） 宮内地区公民館 8：50 ～ 11：30

大津・宮下・窪町・堀之内・沢馬場１・沢馬場２・
大津団地・中道・中道１の東・中道１の西・
中道２・野崎・息長・御前馬場東・御前馬場
西・内山田団地・第２内山田団地・テクノセ
ンター・雇用促進住宅

隼人庁舎
隼人福祉課 13：00 ～ 17：00

田方団地・ひまわり団地・県営小田団地・原・
見次１～８・駅前１～５・菩提寺・菩提寺東・
菩提寺団地・第２菩提寺団地・ドラゴン

4/27
（火）

新川公民館 8：30 ～ 9：50 新川１～９ 糸走公民館 9：00 ～ 9：20 糸走
住吉公民館 10：10 ～ 11：40 住吉１～１８・住吉団地 西光寺公民館 9：40 ～ 10：00 西光寺
隼人塚団地公民館 13：30 ～ 14：10 隼人塚団地 宇都公民館 10：20 ～ 11：20 花山・宇都・湯の里・医療センター・武安
宮西公民館 14：30 ～ 15：00 宮西・宇都山・神宮台・朝日団地 下小鹿野公民館 13：30 ～ 14：10 上小鹿野・下小鹿野
朝日公民館 15：20 ～ 15：40 朝日

松永地区公民館 14：30 ～ 16：00 下平・津曲・平熊・三田坪・みゆき苑・ケア
ハウスみゆき苑・グループホーム隼人上野公民館 16：00 ～ 16：20 上野・ファナック寮

期日 場　所 時　間 自　治　会　名 場　所 時　間 自　治　会　名

4/22 
（木）

東その山公民館 9：00 ～ 10：15
剣之宇都・岩戸・道場口・妻屋・止上・重久・
重久団地（1 ～ 3）・岩戸温泉ニュータウン・
重久宿舎・岩戸ニュータウン・サンヒルズ重久

清水公民館 13：20 ～ 14：50 玄亀庵・羽坂・清水本町・新田・安田口・牟田・
寺馬場・清水東・豊北・三郷・弟子丸・清水団
地・新清水団地・小畑・毛梨野・芦谷・馴松・
片平・小畑東・新泉・中台・清水橋・清水台春山公民館 10：35 ～ 10：50 春山 毛梨野公民館 14：50 ～ 15：05

重久牧内公民館 11：05 ～ 11：20 重久牧内 芦谷公民館 15：20 ～ 15：35

姫城公民館
（国分） 10：40 ～ 11：40 阿多石・竹下・平岡・田辺

川原公民館 15：50 ～ 16：20 立川・中市・萩之元・河内・上薄木・下薄木・
河内第 1

郡山公民館 15：30 ～ 16：30
宇都良・永田・辻・辻松山・台明寺・天神台・
グリーンヒル郡田・宮ノ前・ゆうゆうタウン・
つつじヶ丘・青葉ニュータウン・久保田・久保
田西・夢ヶ丘・山元・青葉南

4/23 
（金）

福島地区
コミュニティ
センター
供用施設

 9：00 ～ 10：20 福島（1 ～ 8）

児童体育館 13：20 ～ 14：50 広瀬（8 ～ 10・16 ～ 24）・西山下団地・大野
原団地（1・2）

上井公民館 14：40 ～ 15：40 一条・垂元・美の前・内門・黒塚・星隈・岩崎・
向川原・永迫・上井団地・梅ヶ谷・花建

上小川公民館 10：40 ～ 11：40
前馬場（1 ～ 3）・後馬場東・後馬場西・下村東・
下村西・神田東・神田西・山下（1 ～ 3）・園田・
園田団地・宮下団地・迫田（1・2）

広瀬公民館 15：05 ～ 16：35 広瀬（１～７・11 ～ 15）・須戸川団地

川内公民館 15：55 ～ 16：40
芦原東・芦原西・高日山・上川内東・上川内西・
見帰・鎮守尾・川内団地・神崎・下川内上・下
川内下

4/26 
（月）

上之段公民館 9：00 ～ 10：00 上之段・木場・深迫・平下・朴木・丸尾・後川
内

本戸公民館 13：30 ～ 14：00 前本戸・後本戸・真谷

木原公民館 15：00 ～ 15：30
上木原・中木原・浮塚・牧内・高松・松ヶ野・
黒石松ヶ野公民館 15：45 ～ 16：00

永山公民館 10：20 ～ 10：40 永山 黒石公民館 16：15 ～ 16：30

塚脇公民館 11：00 ～ 11：30 塚脇 松木公民館 13：30 ～ 14：30 越倉・松木西・松木元・松木中

平山公民館 9：00 ～ 9：40 内野々・渡瀬・平山・神子落・野坂・野平・仁
田原・長谷・口輪野

野口公民館 15：00 ～ 15：40 野口東・野口西（1・2）・野口南・野口北・野口
団地口輪野公民館 10：20 ～ 10：50 野口公民館西集会所 15：55 ～ 16：25

4/27 
（火）

敷根公民館  9：00 ～ 10：30
浜馬場・松山・検校橋団地・西浜馬場・西馬場・
赤川・町門・東黒潮・新馬場・大王・島馬場・
門倉・阿御前・大田・一心・高橋・脇元・上前・
忍・南西上

新町公民館 13：20 ～ 14：10 新町（1 ～ 8）

下井公民館 10：20 ～ 11：40
東今村・検校川・西今村・東上新・西上新・東
前田・西前田・東下新・西下新・東内の丸・西
内の丸・上花園・花園・銅田

向花地区コミュ
ニティセンター 14：30 ～ 15：20 向花向江・向花東・向花平田・向花中・向花西・

奈良田団地

湊公民館 10:50 ～ 11：40 奈敷（1・2）・出口・中福良南・中福良北・新地東・
新地西・拝田東・拝田西・羽白 府中公民館 15：40 ～ 16：30 府中前東・府中前西・府中東・府中中・府中中

南・府中朝日・府中昭和

4/28 
（水）

総合福祉
センター
趣味センター前

10：00 ～ 11：30

名波（1 ～ 6）・東戸崎団地・宇都・鐘突・東上・
愛宕・夕日ヶ丘・中之馬場・東中・東中団地・
東馬場・車田・上車田・東下・下中之馬場・唐
仁東（1・2）・唐仁中・唐仁西・唐仁団地・ま
いづる・四方田団地・城山・中車田・名波ハイ
タウン（1 ～ 7）・県営名波ハイタウン

総合福祉
センター
趣味センター前

14：00 ～ 16：00

竪馬場・旭通り・中立・下立・東町・仲町・秋
葉通り（1・2）・西町・西上・鳥越・御里・西中・
国分西馬場・駅前・西下・西下東・道場下・川
跡南（1 ～ 3）・川跡上・川跡西・川跡東・川跡中・
福島団地・サンパーク国分

※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）

平成22年度のはり･きゅう受診券、温泉保養券を下記の
日程で交付しますので、指定の場所で受領してください。な
お、当日都合の悪い方は交付日程最終日以降に長寿・障害福
祉課、隼人福祉課、各総合支所市民福祉課で交付します。

はり・きゅう受診券、
温泉保養券を
交付します
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犬の登録と
狂犬病予防注射のお知らせ

◎問い合わせ先＝環境衛生課 ☎（64）0950、各総合支所市民福祉課

【注射手数料】3,000円  ※ただし、新規登録をされる場合は別途3,000円が必要です。

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
13
日（
木
）

みどり団地 9：00 〜 9：20

５
月
14
日（
金
）

山ノ口公民館 9：00 〜 9：20
下深川公民館 9：30 〜 9：45 谷ノ口住宅下 9：30 〜 9：40
馬渡公民館 9：50 〜 10：10 川北公民館 9：50 〜 10：00
二牟礼公民館 10：20 〜 10：40 上小脇公民館 10：10 〜 10：20
床波公民館 10：50 〜 11：00 山ケ野公民館 10：30 〜 10：40
岡村公民館 11：10 〜 11：20 十三谷公民館 10：50 〜 11：00
横川公民館（旧川原住宅跡地駐車場） 11：30 〜 11：50 木浦公民館 11：10 〜 11：20
上植村公民館 13：05 〜 13：15 古城消防拠点施設 11：30 〜 11：55
下植村公民館 13：20 〜 13：30 正牟田公民館 13：10 〜 13：40
向植村公民館 13：40 〜 13：50 横伏敷消防拠点施設 13：50 〜 14：05
黒葛原公民館 14：00 〜 13：10 柿木公民館 14：10 〜 14：20
旧赤水公民館 14：20 〜 14：30 紫尾田公民館 14：25 〜 14：45
赤水消防拠点施設 14：35 〜 14：45 崎山公民館 14：55 〜 15：05
小原公民館 14：55 〜 15：05 二石田公民館 15：15 〜 15：35
保健センター前（横川総合支所裏駐車場） 15：15 〜 15：45 大隅横川駅 15：45 〜 16：00

◎横川地区　５月13日(木) ～ 14日(金) ２日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
11
日（
火
）

北永野田駅前 9：00 〜 9：20 ５
月
12
日（
水
）

枦田公民館 11：15 〜 11：40
永野田公民館 9：30 〜 9：40 ヴァンベール霧島前 13：15 〜 13：30
市野々公民館 9：50 〜 10：05 永池（竹ノ内様宅手前） 13：40 〜 13：55
梅之木公民館 10：15 〜 10：30 東多羅公民館 14：05 〜 14：20
牧神公民館 10：40 〜 10：55 観光案内所 14：30 〜 14：50
笹之段公民館上 11：05 〜 11：15

５
月
13
日（
木
）

市後柄公民館 9：30 〜 9：50
入水公民館上 11：25 〜 11：45 狭名田公民館 10：00 〜 10：10
上春山（伊瀬地様宅前） 13：15 〜 13：30 堀之内公民館 10：20 〜 10：35
豊後迫公民館 13：40 〜 13：55 田口地域公民館 10：45 〜 11：05
向田公民館 14：05 〜 14：25 霧島保健福祉センター（※） 11：15 〜 11：40
川北公民館 14：35 〜 15：00 大窪公民館下 13：15 〜 13：30

５
月
12
日（
水
）

遠見松公民館 9：15 〜 9：40 霧島公民館（旧中央公民館） 13：40 〜 14：00
野上公民館 9：50 〜 10：10 湯之宮（渋田様宅前駐車帯） 14：10 〜 14：30
新梅北公民館 10：20 〜 10：40 霧島総合支所 14：40 〜 15：00
高千穂（松元政幸様宅前） 10：50 〜 11：05

◎霧島地区　５月11日(火) ～ 13日(木) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
18
日（
火
）

竹山公民館 9：30 〜 9：45 ５
月
19
日（
水
）

陵北自治公民館 13：15 〜 13：35
下有川公民館 10：00 〜 10：30 横頭公民館 13：50 〜 14：05
溝辺総合支所駐車場 10：40 〜 11：05 橋ノ口（岩元春美様宅前） 14：15 〜 14：30
ふれあい温泉センター 11：15 〜 11：45 北原公民館 14：40 〜 14：55
祝儀園公民館 13：15 〜 13：30

５
月
20
日（
木
）

石峯自治公民館 9：15 〜 9：45
竹子集会センター 13：40 〜 14：10 麓原自治公民館 9：55 〜 10：15
宮脇公民館 14：20 〜 14：35 玉利自治公民館 10：30 〜 10：55
宮川内公民館 14：45 〜 14：55 論地自治公民館 11：10 〜 11：40
野坂入口三文字 15：00 〜 15：10 久保山団地 13：25 〜 13：40

５
月
19
日（
水
）

丹生附公民館 9：40 〜 9：55 崎森地区公民館 13：50 〜 14：10
宮久自治公民館 10：15 〜 10：30 脇公民館 14：20 〜 14：40
桑迫（堀之内榮次様宅前） 10：40 〜 10：55 上桑ノ丸公民館 14：50 〜 15：05
三縄自治公民館 11：10 〜 11：30

◎溝辺地区　５月18日(火) ～ 20日(木) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
19
日（
水
）

塩浸公民館 9：00 〜 9：15

５
月
20
日（
木
）

大窪集落入口 13：00 〜 13：10
間手原公民館 9：20 〜 9：30 万膳４区公民館（※） 13：15 〜 13：30
馬場公民館 9：35 〜 9：45 八幡神社前 13：35 〜 13：50
城ケ後公民館 9：50 〜 10：00 万膳地区公民館 13：55 〜 14：05
農村活性化センター 10：05 〜 10：20 下万膳公民館 14：10 〜 14：15
川津原（山岡様宅前） 10：25 〜 10：35 吉原集落掲示板前 14：20 〜 14：25
駅前公民館 10：40 〜 10：50 渡瀬公民館 14：30 〜 14：35
七又公民館 10：55 〜 11：10 古屋志橋 14：40 〜 14：45
老人福祉センター 11：15 〜 11：25 水堀公民館 14：50 〜 14：55
石坂ワタセ前 11：30 〜 11：45 浅谷公民館 15：00 〜 15：20
上石坂バス停 ( 旧道入口） 11：50 〜 12：00 有村三叉路 15：25 〜 15：30
中福良公民館（※） 13：00 〜 13：30

５
月
21
日（
金
）

安楽消防詰所駐車場 9：00 〜 9：15
鹿屋公民館 13：35 〜 13：50 田中会館前 9：20 〜 9：25
上宇都口公民館 13：55 〜 14：00 犬飼バス停 9：35 〜 9：45
川床温泉前 14：05 〜 14：15 中津川校区公民館（※） 9：50 〜 10：05
田方公民館 14：20 〜 14：25 中津川保育所前 10：10 〜 10：20
三体校区公民館（※） 14：30 〜 14：45 荒瀬橋 10：25 〜 10：35
内之野バス停 14：50 〜 15：10 横瀬公民館 10：40 〜 10：55
大霧公民館 15：25 〜 15：30 馬場バス停 11：00 〜 11：10

５
月
20
日
（
木
）

福寿温泉前 9：00 〜 9：15 健崎スクールバス停 11：15 〜 11：20
寺原公民館 9：20 〜 9：35 霧島温泉市場駐車場 11：30 〜 11：35
関平鉱泉入口駐車場 9：45 〜 9：55 栗川公民館 11：40 〜 11：45
日鉄鉱倉庫隣　市有地（※） 10：00 〜 10：20 旭ヶ丘住宅入口 11：50 〜 12：00
シルバー人材センター事務所前 10：25 〜 10：30 母ヶ野公民館 13：00 〜 13：15
高千穂公民館 10：35 〜 11：00 池田農場入口付近 13：25 〜 13：40
青葉園入口 11：10 〜 11：40 下村公民館 13：45 〜 13：55
奥歯科医院前駐車場付近 11：45 〜 11：55 笹之段公民館 14：00 〜 14：10

持松消防詰所前 14：20 〜 14：25
真方公民館 14：30 〜 14：40
塚原交差点付近 14：45 〜 14：55
大和団地事務所前（※） 15：00 〜 15：10

◎牧園地区　５月19日(水) ～ 21日(金) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
25
日（
火
）

台明寺公民館 9：30 〜 9：45

５
月
28
日（
金
）

口輪野公会堂 9：30 〜 9：40
郡山公民館 9：55 〜 10：20 上川内ゴミ置場付近 9：50 〜 10：00
宮の前ニュータウン入口 10：30 〜 10：40 川内公民館 10：05 〜 10：20
北公園入口 10：50 〜 11：10 上川橋南西側 10：30 〜 10：40
久保田公民館 11：20 〜 11：35 上小川公民館 10：55 〜 11：20
春山公民館 13：30 〜 13：45 国分南ニュータウン公園 13：30 〜 13：50
止上神社前 14：00 〜 14：15 福島･旧尾籠商店前 14：00 〜 14：20
重久公民館 14：25 〜 14：50 福島地区コミュニティ共用施設 14：30 〜 14：50
東襲山地区公民館 15：00 〜 15：15 有下公民館 15：00 〜 15：30
岩戸公民館 15：25 〜 15：40 四方田団地集会所 15：40 〜 15：55
剣之宇都公民館 15：50 〜 16：05

６
月
１
日（
火
）

府中公民館 9：35 〜 9：55

５
月
26
日（
水
）

野坂公民館 9：20 〜 9：25 野口公民館西集会場 10：05 〜 10：20
平山地区公民館 9：35 〜 9：40 野口公民館 10：30 〜 10：55
平下ゴミステーション付近（※） 9：50 〜 10：00 松木公民館 11：05 〜 11：35
永山･旧岩元商店前 10：10 〜 10：20 小畑公民館 13：30 〜 13：55
塚脇公民館 10：35 〜 10：45 姫城公民館 14：10 〜 14：30
朴木公民館 11：05 〜 11：25 新町公民館 14：40 〜 15：05
上之段公民館 13：40 〜 13：50 向花地区コミュニティセンター 15：15 〜 15：35
木場公民館 14：05 〜 14：15

６
月
２
日（
水
）

湊地区コミュニティ広場 9：10 〜 9：35
後川内公民館 14：35 〜 14：45 長野神社 9：45 〜 9：55
敷根保育園下 15：05 〜 15：25 広瀬公民館 10：10 〜 10：30

５
月
27
日（
木
）

毛梨野公民館 9：20 〜 9：30 大穴持神社北側 10：40 〜 11：10
芦谷公民館 9：40 〜 9：50 児童体育館 11：20 〜 11：45
木原小中学校前 10：10 〜 10：20 敷根地区集会場 13：30 〜 13：50
後本戸（桑山昭晴様宅前） 10：40 〜 10：45 かのう医院道路向かい 13：55 〜 14：20
本戸公民館入口 10：55 〜 11：00 脇元停留所付近 14：25 〜 14：30
真谷入口三叉路 11：10 〜 11：15 花園･迫田オート付近 14：40 〜 14：55
黒石公民館 11：25 〜 11：30 下井公民館 15：05 〜 15：35
薄木三方辻 13：30 〜 13：35

６
月
３
日（
木
）

名波ハイタウン集会場 9：25 〜 9：50
河内橋前 13：55 〜 14：00 Ａコープ西側駐車場 10：00 〜 10：30
萩の元公民館 14：10 〜 14：20 大隅国分寺跡駐車場 (*1) 10：40 〜 11：05
川原小学校下神社 14：30 〜 14：50 お祭り広場駐車場出口付近 (*2) 11：15 〜 11：35
永迫ゲートボール場横 15：05 〜 15：30 三郷公民館 13：30 〜 14：00
上井公民館 15：40 〜 16：05 清水公民館 14：10 〜 14：40
南公園入口 16：15 〜 16：30 弟子丸公民館 14：50 〜 15：15

総合体育館第 2 駐車場 15：25 〜 15：50

◎国分地区　５月25日（火）～ 28日（金）、６月１日（火）～３日（木）７日間

＊隼人・福山地区の日程については、広報きりしま３月24日号に掲載されています。
「※」表示のある会場は、本年度から場所の変更をしている会場です。　（ *1）中央地区集会所がなくなったため、
会場名を変更しましたが、場所の変更はありません。（*2）市民会館駐車場が混雑するようになり危険であるため、
市役所南側のお祭り広場駐車場へ変更しました。

平成22年度狂犬病予防注射の集合注射を実施しますので、手
数料とはがきを持参の上、原則として居住される地区の集合注
射会場までお越しください。　※雨天決行
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と
比

較
で
き
る
帳
簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

◦�

縦
覧
期
間
＝
４
月
１
日（
木
）～

５
月
31
日（
月
）

◦�

縦
覧
で
き
る
方
＝
固
定
資
産
税

の
納
税
者
・
納
税
者
の
代
理
人

◦�

縦
覧
場
所
＝
税
務
課
・
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
（
隼
人
庁
舎

で
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
固
定

資
産
税
グ
ル
ー
プ
☎（
45
）５
１

１
１

４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の

新
軽
減
制
度
が
ス
タ
ー
ト

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

職
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
失
業
等

給
付
の
手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
は
、

前
年
中
の
給
与
所
得
を
３
割
と
し

て
算
定
し
、
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
①
雇
用
保
険
の
特
定

受
給
資
格
者
②
雇
用
保
険
の
特

定
理
由
離
職
者

◦�

軽
減
対
象
期
間
＝
離
職
の
翌
日

か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
加
入
期
間

◦�

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
、
印
鑑

◎�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務

課
市
民
税
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

８
８
４
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
（
隼
人
庁
舎
は
除
く
）

県
総
合
防
災
訓
練

県
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
総
合

防
災
訓
練
が
霧
島
市
で
行
わ
れ
ま

す
。
今
回
は
新
燃
岳
の
火
山
性
地

震
お
よ
び
爆
発
的
噴
火
に
伴
う
火

砕
流
・
噴
石
、
豪
雨
に
よ
る
大
規

模
な
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
を

想
定
し
た
訓
練
で
、
自
衛
隊
・
警

察
・
消
防
団
な
ど
の
防
災
機
関
、

高
千
穂
地
区
自
主
防
災
組
織
、
要

援
護
者
施
設
な
ど
が
参
加
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
５
月
20
日（
木
）午
前
９

時
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
霧
島
高
原
国
民
休
養
地

お
よ
び
周
辺
地
域

◦�

内
容
＝
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

救
出
救
助
訓
練
、
登
山
遭
難
者

救
助
訓
練
な
ど

※�

地
震
体
験
車
や
降
雨
体
験
車
に

よ
る
災
害
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課

☎（
64
）０
９
９
７

林
野
火
災
に
注
意

例
年
、
林
野
火
災
が
多
発
す
る

時
期
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦�

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
の
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い

◦�

た
き
火
な
ど
の
場
所
を
離
れ
る

と
き
は
完
全
に
消
火
す
る

◦�

強
風
時
・
乾
燥
時
に
は
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い

◦�

火
入
れ
の
際
は
必
ず
許
可
を
と

る
◦�

た
ば
こ
の
火
は
必
ず
消
し
、
吸

殻
は
投
げ
捨
て
な
い

◦�

火
遊
び
を
し
な
い

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

林
務
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
３

８
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
を

ご
存
知
で
す
か

緊
急
通
報
装
置
の
ボ
タ
ン
を
押

す
こ
と
で
24
時
間
体
制
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
が
救
急
な
ど
の
適
切
な

対
応
や
日
常
生
活
相
談
、
安
否
確

を
設
置
し
ま
し
た
。

●
商
工
観
光
部

◦�

商
工
観
光
政
策
課
と
企
業
振
興

課
を
統
合
し
て「
商
工
振
興
課
」

と
し
、
総
合
的
な
企
業
支
援
を

行
う
「
企
業
振
興
室
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
グ
ル
ー
プ
の
整
理
・

統
合
を
行
い
、
市
の
組
織
は
13
部

局
５
総
合
支
所
90
課
２
２
７
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
な
り
ま
し
た
。

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
改
革
推

進
課
☎（
64
）０
９
５
２

家
屋
の
全
棟
調
査
を
実
施
中

市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
家
屋
に

つ
い
て
増
改
築
や
未
調
査
に
よ
る

課
税
も
れ
、
取
り
壊
し
な
ど
の
家

屋
を
調
査
す
る
「
全
棟
調
査
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◦�

調
査
方
法
＝
市
が
委
託
し
た
調

査
員
（
腕
章
・
身
分
証
明
書
着

用
）
が
一
次
調
査
で
外
観
調
査

を
し
、
課
税
さ
れ
て
い
な
い
家

屋
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
二
次

調
査
で
家
屋
の
面
積
や
建
築
年

な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

●�

隼
人
地
区
【
二
次
調
査
】
４
月

～
５
月

●�

国
分
地
区
【
一
次
調
査
】
４
月

～
９
月

霧
島
市
の
組
織
が

変
わ
り
ま
し
た

市
で
は
４
月
１
日
か
ら
よ
り
簡

素
で
効
率
的
な
組
織
の
構
築
を
図

る
た
め
組
織
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

●
総
務
部

◦�

秘
書
課
と
広
報
広
聴
課
を
統
合

し
「
秘
書
広
報
課
」
に
、
管
財

課
と
財
政
課
を
統
合
し
「
財
務

課
」
と
し
ま
し
た
。

●
企
画
部

◦�

企
画
政
策
課
に
あ
っ
た
「
お

じ
ゃ
ん
せ
霧
島
移
住
定
住
推
進

室
」
を
共
生
協
働
推
進
課
に
変

更
し
ま
し
た
。

●
生
活
環
境
部

◦�

生
活
環
境
政
策
課
を
環
境
衛
生

課
に
統
合
し
ま
し
た
。

●
保
健
福
祉
部

◦�

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
健
康
増
進
課

に
「
健
康
づ
く
り
推
進
室
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

●
農
林
水
産
部

◦�

平
成
23
年
11
月
に
本
市
で
開
催

さ
れ
る
「
全
国
お
茶
ま
つ
り
大

会
」
に
備
え
、
農
政
畜
産
課
に

「
全
国
お
茶
ま
つ
り
対
策
室
」

◎霧島市からのお知らせ

認
を
行
い
、
利
用
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
な
ど
で
、
近
隣
に
親

族
が
い
な
い
場
合
な
ど
装
置
設

置
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
世
帯

（
心
身
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域

ケ
ア
会
議
の
意
見
を
も
と
に
設

置
し
ま
す
）

◦�

月
額
利
用
料
＝
５
０
０
～
１
７

０
０
円
（
所
得
に
応
じ
設
定
）

◎�

申
込・問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・

障
害
福
祉
課
長
寿
・
介
護
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
９
５
、
隼

人
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課

運
転
免
許
証

自
主
返
納
メ
リ
ッ
ト
制
度

多
発
す
る
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
と
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
運
転
免
許
証
を
返
納

し
た
方
に
「
か
ご
し
ま
共
通
乗
車

カ
ー
ド
」
を
無
償
交
付
す
る
制
度

が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
で
、
４
月
１
日
以
降
、

警
察
に
運
転
免
許
の
取
消
し
申

請
を
さ
れ
た
方
（
警
察
署
発
行

の
運
転
免
許
自
主
返
納
カ
ー
ド

霧
島
薪た

き
ぎ

狂
言

大
蔵
流
狂
言
師
「
茂
山
千
五

郎
」
一
門
の
舞
台

◦�

日
時
＝
５
月
８
日（
土
）午
後
６

時
か
ら

◦�

場
所
＝
霧
島
神
宮
（
雨
天
時
は

霧
島
市
民
会
館
）

◦�

入
場
料
＝
３
５
０
０
円
（
前
売

り
３
０
０
０
円
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
神
宮
☎

（
57
）０
０
０
１

募　

集

火
山
灰
の
研
究
に
関
す
る

講
演
会

火
山
灰
研
究
を
行
う
国
際
学
会

の
研
究
集
会
・
野
外
集
会
（
ア
ク

テ
ィ
ブ
テ
フ
ラ
九
州
２
０
１
０
）

の
霧
島
市
開
催
に
先
駆
け
て
、
火

山
灰
と
自
然
や
人
類
と
の
関
わ
り

な
ど
を
内
容
と
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。〈
入
場
無
料
〉

◦�

日
時
＝
５
月
９
日（
日
）午
後
１

時
～
３
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
講
演
①
（
同
時
通
訳
あ
り
）

◦�

講
師
＝
デ
イ
ビ
ッ
ト�

ロ
ー

所
持
が
前
提
で
す
）

◦�

内
容
＝
か
ご
し
ま
共
通
乗
車

カ
ー
ド
１
万
４
５
０
０
円
分

◦�

有
効
区
間
＝
鹿
児
島
交
通
、
大

隅
交
通
、
い
わ
さ
き
バ
ス
、
南

国
交
通
、
鹿
児
島
市
交
通
局
、

Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
、
霧
島
市
ふ
れ

あ
い
バ
ス
の
各
運
行
区
間
の
路

線
バ
ス
お
よ
び
路
線
電
車

◦�

申
請
方
法
＝
霧
島
、
横
川
署
発

行
の
運
転
免
許
自
主
返
納
カ
ー

ド
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
分

庁
舎
市
民
課
ま
た
は
横
川
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課

交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
７
、
霧
島
警
察
署
☎（
47
）

２
１
１
０
、
横
川
警
察
署
☎

（
72
）０
１
１
０

無
事
故
・
無
違
反
１
８
０
日

コ
ン
テ
ス
ト
が
終
了

平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し

た
「
霧
島
市
無
事
故
・
無
違
反
１

８
０
日
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
昨
年

度
で
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
は
県
の
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
「
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
８
０
」

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全

課
交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
９
７

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
国
分
中
央
地
区
）

中
間
評
価
を
公
表
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
こ
れ
ま
で
国
分
中
央
歩
道

橋
、
向
花
清
水
線
、
国
分
駅
自
転

車
駐
車
場
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に

つ
い
て
中
間
評
価
を
行
っ
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

◦�

縦
覧
期
間
＝
４
月
15
日（
木
）～

28
日（
水
）

◎�

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
＝

都
市
整
備
課
☎（
64
）０
９
０
８

架
空
請
求
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で

昨
年
末
か
ら
は
が
き
な
ど
に
よ

る
架
空
請
求
の
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。
文
書
に
は
「
記
載
期
日
に

出
廷
」「
動
産
物
、
不
動
産
物
及

び
給
料
の
差
押
え
」「
勤
務
先
へ

連
絡
」
な
ど
不
安
を
あ
お
る
よ
う

な
文
句
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
何

ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
た
事
業
者

が
手
当
た
り
次
第
に
送
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。�

対
策
と
し
て
は
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
問
い
合

わ
せ
先
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な
い

こ
と
で
す
。
相
手
側
に
こ
ち
ら
の

電
話
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
な
ど
の
情
報
を
教
え
て
し

ま
っ
た
結
果
、
悪
用
さ
れ
脅
さ
れ

た
り
、
繰
り
返
し
同
様
の
請
求
を

受
け
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
振
興
課

内
）
☎（
64
）０
９
６
４

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

保
険
に
加
入
し
、
安
心
し
て
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◦�

受
付
期
間
＝
平
成
23
年
３
月
30

日
ま
で

◦�

保
険
期
間
＝
４
月
１
日
～
平
成

23
年
３
月
31
日
（
４
月
１
日
以

降
に
申
し
込
ん
だ
場
合
は
手
続

日
の
翌
日
か
ら
）

◦�

対
象
者
＝
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文

化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

地
域
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の

社
会
教
育
団
体

◦�

申
込
方
法
＝
加
入
依
頼
書
に
記

入
し
指
定
銀
行
へ
振
り
込
む

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
保
健
体
育
課

☎（
42
）１
１
１
７

お
知
ら
せ
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◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生

協
働
推
進
課
☎（
64
）０
９
８
８
、

℻（
47
）２
５
２
２
、
メ
ー
ル

kyodo@
city-kirishim

a.jp

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

（
市
民
活
動
支
援
事
業
）

市
で
は
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
グ

ル
ー
プ
が
行
う
公
益
的
な
活
動
で
、

自
ら
企
画
・
提
案
し
実
施
す
る
事

業
を
募
集
し
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◦�

応
募
で
き
る
団
体
＝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
市
民
グ
ル
ー
プ

◦�

対
象
事
業
＝
公
益
的
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
活
動
（
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
）

◦�

補
助
内
容
＝
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
で
50
万
円
を
限
度

（
継
続
事
業
の
場
合
は
補
助
率

が
異
な
り
ま
す
）

◦�

審
査
方
法
＝
書
類
審
査
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

◦�

応
募
方
法
＝
５
月
17
日（
月
）ま

で
応
募
書
類
を
郵
送
か
持
参

※�

詳
細
は
募
集
要
項
（
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
各
総
合
支
所
な
ど

に
設
置
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生

◦�

応
募
締
切
＝
５
月
７
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
企

画
政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー

プ
）
☎（
64
）０
９
１
４

第
15
回
ニ
ー
ハ
オ
・
ラ
ン
チ

国
際
交
流
員
（
中
国
、
ア
メ
リ

カ
）
と
昼
食
を
取
り
な
が
ら
異
文

化
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
＝
５
月
14
日（
金
）午
前
11

時
30
分
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
講
義

室
◦�

定
員
＝
５
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

◦�

参
加
費
＝
５
０
０
円
程
度
（
弁

当
代
）

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
６
日（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

霧
島
市
出
前
講
座

市
職
員
な
ど
が
地
域
に
出
向
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座

で
す
。
今
回
３
講
座
を
入
れ
替
え
、

60
講
座
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

◦�

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
通
学
し
て
い
る
10
人
以
上
の

午
後
１
時

◦�

場
所
＝
霧
島
総
合
支
所
会
議
室

◦�

食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
６
日（
木
）

※�

平
成
22
年
度
か
ら
会
の
内
容
を

要
約
し
公
開
し
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
５
５

霧
島
市
市
民
活
動
促
進
委
員
会

委
員
募
集

委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
市

民
活
動
支
援
事
業
の
選
考
審
査
の

ほ
か
、
市
民
活
動
の
促
進
に
関
し
、

必
要
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

募
集
人
員
＝
２
人

◦�

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
18
歳

以
上
の
方

◦�

任
期
＝
６
月
か
ら
２
年
間

◦�

応
募
方
法
＝
氏
名
、
住
所
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

し
た
書
類（
任
意
様
式
）と「
市

民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

作
文
（
任
意
様
式
８
０
０
字
以

内
）
を
直
接
持
参
す
る
か
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

応
募
期
限
＝
５
月
17
日（
月
）

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド�

ワ
イ
カ

ト
大
学
教
授
）

◦�
演
題
＝
『
過
去
と
の
つ
な
が
り

―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
古
ポ

リ
ネ
シ
ア
人
移
住
の
年
代
を
火

山
灰
と
考
古
の
痕
跡
か
ら
考
え

る
』

●
講
演
②

◦�

講
師
＝
町
田　

洋
（
東
京
都
立

大
学
名
誉
教
授
）

◦�

演
題
＝『
ど
こ
ま
で
も
続
く「
シ

ラ
ス
」―

シ
ラ
ス
を
噴
出
し
た

巨
大
噴
火
の
灰
雲
は
北
東
ア
ジ

ア
を
包
み
込
ん
だ
』

◦�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
を
電

話
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

室
☎（
64
）０
９
３
６
、℻（
47
）２

５
２
２
、
〒
８
９
９
︲
４
３
９

４
、
国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

第
66
回
市
長
と
ラ
ン
チ
で

語
イ
も
ん
そ
会

一
日
移
動
市
長
室
の
実
施
に
あ

わ
せ
、
霧
島
地
区
で
活
動
さ
れ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
を
２
グ
ル
ー
プ
募

集
し
ま
す
。
１
グ
ル
ー
プ
６
人
以

内
で
す
。

◦�

日
時
＝
５
月
17
日（
月
）正
午
～

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

グ
ル
ー
プ
・
団
体

◦�

日
時
・
場
所
＝
平
日
・
休
日
を

問
わ
ず
午
前
９
時
～
午
後
９
時

の
間
で
２
時
間
以
内
（
12
月
29

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）
開
催

場
所
は
市
内
に
限
る
。

◦�

講
師
料
＝
無
料

◦�

追
加
講
座
名
＝
「
超
高
齢
社
会

講
座
」「
プ
レ
社
会
人
の
消
費

生
活
講
座
」「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
講
座
」

◦�

申
込
方
法
＝
秘
書
広
報
課
、
各

総
合
支
所
な
ど
に
あ
る
講
座
一

覧
を
確
認
の
上
、
申
込
用
紙
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
あ
り
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
５
５

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
募
集

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
拡
大
と
定

着
を
図
る
た
め
実
施
し
ま
す
。

◦�

部
門
＝
学
校
（
小
・
中
学
校
、

高
校
）、
一
般
（
地
区
自
治
公

民
館
、
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
会
、
通
り
会
、
事
業
所

な
ど
）、
家
庭
（
一
般
家
庭
）

◦�

審
査
対
象
＝
春
か
ら
秋
の
花
づ

く
り
状
況
、
花
づ
く
り
を
通
し

て
の
ま
ち
・
地
域
・
人
づ
く
り

の
状
況

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
28
日（
金
）

※�

申
込
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
道
義

高
揚
・
豊
か
な
心
推
進
協
議
会

事
務
局
（
総
務
課
市
民
運
動
推

進
室
）
☎（
64
）０
９
１
５

花
の
苗
を
配
布
し
ま
す

市
道
や
公
園
な
ど
を
花
い
っ
ぱ

い
に
す
る
た
め
配
布
し
ま
す
。

◦�

対
象
団
体
＝
地
区
自
治
公
民
館
、

学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
通
り
会
、
企
業
、
そ
の
ほ

か
地
域
活
動
を
行
う
団
体

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
10
日（
月
）

※�

期
日
厳
守
、
申
込
書
は
事
務
局

に
あ
り
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
道
義

高
揚
・
豊
か
な
心
推
進
協
議
会

事
務
局
（
総
務
課
市
民
運
動
推

進
室
）
☎（
64
）０
９
１
５

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

４
月
19
日（
月
）～
30
日（
金
）

※�

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
所
得

制
限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
部
屋
ご
と
（
１
世

帯
１
住
宅
）
に
受
け
付
け
、
申

込
者
が
複
数
い
る
場
合
は
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

◦�

抽
選
日
＝
５
月
12
日（
水
）

※�

部
屋
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
名
波
ハ

イ
タ
ウ
ン
４
・
７
棟
の
入
居
者

は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０

９
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
」
会
員
募
集

育
児
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
方

（
依
頼
会
員
）
と
、
援
助
を
し
た

い
方
（
提
供
会
員
）
を
結
び
、
そ

の
援
助
活
動
を
有
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
う
会
員
組
織
で
す
。

◦�

依
頼
会
員
＝
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
方
で
、
生
後
３
か

月
以
上
か
ら
小
学
校
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方

◦�

提
供
会
員
＝
市
内
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康

な
方
で
、
自
宅
で
子
ど
も
を
預

か
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
資
格

不
要
）

※�

提
供
会
員
の
活
動
に
対
し
て
基

準
額
に
よ
る
報
酬
あ
り

※�
随
時
、
電
話
で
申
し
込
み
を
受

付
中
。
登
録
に
は
講
習
会
の
受

講
が
必
要
。
会
員
に
な
る
に
は

5
月
25
日（
火
）の
全
体
講
習
会

の
受
講
が
必
要
で
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク
き
り
し
ま
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

霧
島
）
☎（
48
）６
８
８
６

パ
ソ
コ
ン
講
座

２
０
１
／
60
歳
か
ら
始
め
る
パ

ソ
コ
ン
講
座

５
月
18
日（
火
）～
19
日（
水
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員
＝
20
人
（
市
民
対
象
）

◦�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。（
往
信
面
の

右
側
に
は
何
も
記
入
し
な
い
）

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
６
日（
木
）

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎���

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

協
働
推
進
課
☎（
64
）０
９
８
８

霧
島
市
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
中
・
高

校
生
で
、
国
際
交
流
に
関
心
が

あ
り
、
心
身
健
康
で
団
体
行
動

の
と
れ
る
方
。
事
業
に
関
す
る

事
前
事
後
の
研
修
な
ど
に
す
べ

て
参
加
で
き
る
方

◦�

応
募
方
法
＝
派
遣
申
込
書
を
学

校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◦�

応
募
締
切
＝
５
月
７
日（
金
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
企
画
政
策

課
内
）
☎（
64
）０
９
１
４

中
国
上
海
市
嘉
定
区
と
の

交
流
の
旅
参
加
者
募
集

フ
ジ
の
花
を
縁
に
交
流
の
あ
る

中
国
上
海
市
嘉
定
区
と
の
交
流
の

旅
を
計
画
し
ま
し
た
。
嘉
定
区
人

民
政
府
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
ま
た
は
勤

務
し
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
、

心
身
健
康
で
団
体
行
動
の
と
れ

る
方
。
事
業
に
関
す
る
事
前
事

後
の
研
修
な
ど
に
す
べ
て
参
加

で
き
る
方

◦�

期
間
＝
７
月
７
日（
水
）～
10
日

（
土
）

◦�

募
集
人
数
＝
25
人
程
度

◦�

費
用
＝
約
９
万
５
０
０
０
円

※�

鹿
児
島
空
港
国
際
定
期
路
線
利

用
促
進
モ
デ
ル
助
成
制
度
を
活

用
す
る
予
定
。
パ
ス
ポ
ー
ト
取

得
料
、
海
外
旅
行
保
険
な
ど
は

別
途
自
己
負
担

事業名 ①青少年ホームステイ体験事業 ②霧島市国際交流協会派遣事業 ③鹿児島県国際協力体験事業

目　的
日本を離れ、異言語下の国の家
庭で生活をしながら、自己を見
つめ、異なる文化を考え、国際
感覚を持った青少年の育成

学校交流を通して、人や異文化
に直接触れることで、グローバ
ルな視野や感覚を身につけ、国
際性豊かな青少年の育成

開発途上国を訪問し、青年海外
協力隊の活動の見学や現地の中
高生と交流を通して、国際性豊
かな青少年を育成

派遣地 アメリカ合衆国 マレーシア（マラッカ州） インドネシア

派遣期間 7月下旬から１か月間 7月30日～ 8月６日の8日間
(期日変更あり)

8月1日～ 8日の8日間
(期日変更あり)

研修内容
・平日は英語の授業
・アメリカの観光地などでの研修
・週末はホストファミリーと過ごす

・現地の学校および学生との交流
・�マラッカやクアラルンプールの
文化・習慣・歴史について学ぶ

・青年海外協力隊員の活動視察
・現地の中高生との交流
・JICA事務所訪問

募集人員 中・高校生12人 中・高校生10人� 中・高校生2人

経　費 約500,000円
（半額程度を協会が負担）

約160,000円
（半額程度を協会が負担）

約150,000円
（半額程度を協会が負担）
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し
く
は
定
員
に
達
し
た
時
点
）

◎��

申
込・問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・

あ
も
り
☎（
43
）３
３
７
３

弓
道
教
室
受
講
生
募
集

◦�

期
間
＝
【
初
心
者
コ
ー
ス
】
５

月
22
日
～
７
月
24
日
（
毎
週
土

曜
）
午
前
10
時
～
12
時

◦�

場
所
＝
①
国
分
弓
道
場
②
隼
人

弓
道
場

◦�

受
講
料
＝
４
１
０
０
円

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
の
一
般
成
人

各
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
15
日（
土
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
①
国

分
弓
道
場（
上
原
）☎（
45
）１
２

０
９
、②
隼
人
弓
道
場
（
横
江
）

☎（
42
）５
６
７
８

相　

談

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

期
日
／
時
間
／
場
所

・�

５
月
８
日（
土
）／
午
後
０
時
30

分
～
５
時
／
霧
島
市
働
く
婦
人

の
家
・
要
予
約

・�

５
月
25
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
・
隼
人
庁
舎
／
予

約
不
要
、
電
話
相
談
可

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内

事
業
所
へ
勤
務
す
る
女
性

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
１
４

人
権
相
談

相
談
は
無
料
（
予
約
不
要
）

◦�

相
談
日
／
場
所

・�

５
月
20
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

◦�

相
談
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦�

担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委
員

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
霧
島
支
局
☎（
45
）０
０

６
４

発
達
相
談

◦�

対
象
者
＝
発
達
障
が
い
者（
児
）

や
そ
の
疑
い
の
あ
る
者（
児
）ま

た
は
そ
の
保
護
者

◦��

期
日
＝
４
月
21
日
・
28
日
、５

月
12
日
・
19
日
・
26
日
、６
月
２�

日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日�

（
毎
週
水
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◦�
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

●
硬
式
テ
ニ
ス
講
座

◦��

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
、
午
後
７

時
～
９
時

◦�

受
講
料
＝
２
５
０
０
円

●
共
通
事
項

◦�

期
間
＝
５
月
～
７
月
（
10
回
）

◦�

対
象
・
定
員
＝
成
人
男
女
（
市

内
外
問
わ
ず
）・
各
25
人

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
往
信
面
の
右
側
に
は
何

も
記
入
し
な
い
）

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
10
日（
月
）当

日
消
印
有
効

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
上

床
運
動
公
園
☎（
58
）２
４
５
１
、

〒
８
９
９
︲
６
４
０
４
、
溝
辺

町
麓
３
３
９
１

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

●
布
わ
ら
じ
作
り
講
座

◦�

日
時
＝
５
月
25
日（
火
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時

◦�

定
員
＝
20
人

◦�

受
講
料
＝
２
５
０
０
円

◦�

申
込
＝
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間
＝
開
講
日
ま
で
（
も

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９

１
９
、
〒
８
９
９
︲
４
３
９
４

国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

パ
ソ
コ
ン
講
座

◦�

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分

◦�

対
象
＝
①
は
パ
ソ
コ
ン
が
初
め

て
の
方
、そ
れ
以
外
は
マ
ウ
ス
・

キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作
が
で
き
る

方
◦�

受
講
料
＝
７
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
込
み
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
県
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
☎（
47
）
３

０
９
０

上
床
運
動
公
園
講
座
生
募
集

●
卓
球
講
座

◦�

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７

時
30
分
～
９
時
30
分

◦�

受
講
料
＝
２
０
０
０
円

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

◦�

場
所
＝
福
祉
事
務
所
相
談
室

◎�

申
込・問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿･�

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
９
９
５

定
例
・
巡
回
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
お
よ
び
相
談
ご
と
を

聴
き
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り

ま
す
。〈
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
〉

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
秘
書
広
報
課

☎（
64
）０
９
５
５

講　　座　　名

①
初めてのパソコン（１）
期間 ５月10日～ 20日（月～木）

②
初級者のワード（１）
期間 ６月７日～ 16日（月～水）

③ 初級者のエクセル（１）
期間 ６月28日～７月７日（月～水）

期　日 時間 場所 連　絡　先
5月10日（月） 9:00 ～ 12:00 牧園老人福祉センター 牧園総合支所地域振興課 (76)1111
5月17日（月） 10:00 ～ 12:00 隼人庁舎宿直室 隼人地域振興課　 (42)1111

5月18日（火）
13:00 ～ 15:00 溝辺総合支所相談室 溝辺総合支所地域振興課 (59)3111
9:00 ～ 11:00 福山公民館分館

福山総合支所地域振興課 (55)2111
13:00 ～ 15:00 福山公民館

5月19日（水） 13:00 ～ 16:00 高千穂地区公民館 牧園総合支所地域振興課 (76)1111

5月20日（木）

10:00 ～ 12:00 国分公民館中研修室
（国分シビックセンター内） 秘書広報課 (64)0955

13:00 ～ 15:00
10:00 ～ 15:00 霧島総合支所１階和室 霧島総合支所地域振興課 (57)1111
13:00 ～ 16:00 持松地区公民館 牧園総合支所地域振興課 (76)1111

5月22日（土） 13:00 ～ 15:00 溝辺総合支所相談室 溝辺総合支所地域振興課 (59)3111

前之園友美さん
昭和56年生まれ28歳、指宿市出身。短大卒業後、鹿児島
空港ビルディング㈱に入社。昨年から発行されたフリーマガ
ジン「ソラマガ」の編集スタッフのリーダーを務める。

昨
年
10
月
、
鹿
児
島
空
港
の
買
い
物
、
グ

ル
メ
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ

ン
「
ソ
ラ
マ
ガ
」
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
３

か
月
に
一
度
、
毎
回
３
万
部
が
発
行
さ
れ
、

県
内
の
空
港
や
ホ
テ
ル
、
観
光
施
設
な
ど
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
人
気
の
ス
イ
ー
ツ
や
空

港
限
定
商
品
の
ほ
か
、鹿
児
島
県
の
観
光
マ
ッ

プ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
空

港
利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ソ
ラ
マ
ガ
を
編
集
し
て
い
る
の
は
、
鹿
児

島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
の
女
性
ス
タ
ッ
フ

５
人
。
女
性
の
視
点
で
空
港
の
魅
力
を
紹

介
し
た
い
と
、
各
部
署
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
る
の
が
前
之
園

友
美
さ
ん
で
す
。
空
港
で
働
き
た
い
と
７
年

前
に
入
社
。
そ
ん
な
前
之
園
さ
ん
に
と
っ
て

空港館内を回り、新しい商品が出ていないかチェックする前
之園さんと「ソラマガ」編集スタッフの山下真奈実さん（写真
左）、春山真美さん（写真中央）

http://www.koj-ab.co.jp/
鹿児島空港のフリーマガジン「ソラマガ」。３万部を発行し、県内の空港やホテル、観
光施設などに置いてあり、市内ではホテルや溝辺町物産館、秘書広報課などにある。
創刊号では空港で買えるオススメのお土産、第２号では空港限定商品などが掲載。そ
のほかにも霧島や鹿児島県内のマップなどが紹介されている。次号は５月発行、Ｃ
Ａいち押しのお土産や「おすすめ空弁」などを紹介予定。鹿児島空港のホームページ
にも掲載されている。

ソ
ラ
マ
ガ
は
発
見
の
連
続
で
し
た
。

「
ソ
ラ
マ
ガ
の
編
集
に
携
わ
り
、
お
客
さ
ま

の
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
情
報
誌
を
作
成
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
以
前
に
も

増
し
て
お
客
さ
ま
目
線
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
今
ま
で
見
落
と
し
て
い
た
空
港
の
魅

力
に
た
く
さ
ん
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
一

番
の
楽
し
み
は
、
空
港
に
行
き
た
い
、
買
い

た
い
、
食
べ
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
特
集
を

考
え
、
商
品
探
し
す
る
こ
と
で
す
」

お
客
さ
ま
に
ソ
ラ
マ
ガ
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
編
集

に
励
む
前
之
園
さ
ん
。
そ
の
思
い
は
お
客
さ

ま
に
も
伝
わ
り
、
創
刊
号
を
発
行
し
た
際
に

は
１
０
０
０
通
を
超
え
る
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
前
之
園

さ
ん
は
更
な
る
発
展
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

「
飛
行
機
を
利
用
さ
れ
る
方
だ
け
で
な
く
、

地
元
の
方
に
も
空
港
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
空
港
限
定
の
商
品
や
グ

ル
メ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展
望
デ
ッ
キ
な
ど
空

港
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
紹
介
し
、
観
光
客

は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
霧
島
の
方
に
も
空
港
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

雑
誌
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

空
港
を
よ
く
知
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
お
客
さ

ま
目
線
で
作
っ
た
ソ
ラ
マ
ガ
は
、
空
港
と
地

元
霧
島
の
距
離
を
近
づ
け
る
情
報
誌
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
ソ
ラ
マ
ガ
の
旅
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表

◎原則として往診はいたしません。
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
◎内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◀◀◀保健だより

各
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー

開
館
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
各
地
区
の

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
健
診
日
や
相

談
日
の
み
開
館
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

各
種
相
談
・
予
防
接
種
予
診

票
発
行
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
の
嘱
託
保
健

師
な
ど
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
日

を
地
区
ご
と
に
設
け
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
総
合
支
所
相
談
日
を

確
認
の
上
、
定
め
ら
れ
た
曜
日
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

各
総
合
支
所
相
談
日

㈪　

福
山
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

㈫　

霧
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

㈬　

牧
園
保
健
セ
ン
タ
ー

㈭　

横
川
保
健
セ
ン
タ
ー

㈮　

溝
辺
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

予
診
票
発
行
な
ど
で
お
急
ぎ
の

場
合
は
、
健
康
増
進
課
も
し
く
は

す
こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー（
隼
人
）

で
あ
れ
ば
即
日
発
行
が
可
能
で
す
。

平
日
の
保
健
師
へ
の
相
談
・
問
い

合
わ
せ
は
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
す
こ
や
か
保

健
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）５
１
１
１

（
内
線
５
１
８
１
・
５
１
８
２
・

５
１
８
３
）

健
康
増
進
課
☎
（
内
線
２
１
６

１
・
２
１
６
２
）

姶良郡薬剤師会　☎（64）2239 ／ＦＡＸ（43）3299	

個
別
予
防
接
種

委
託
医
療
機
関
に
つ
い
て

予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
霧

島
市
発
行
の
予
診
票
と
母
子
健
康

手
帳
が
必
要
で
す
。

・�

接
種
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話

な
ど
で
確
認
・
予
約
を
し
て
か

ら
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
母
子
健
康
手
帳
が
な
い
と
予

防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

予
診
票
の
な
い
方
は
す
こ
や
か

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合

支
所
相
談
日
に
再
発
行
し
ま
す

の
で
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

・�

同
伴
者
が
父
母
以
外
の
時
は
、

祖
父
母
で
あ
っ
て
も
委
任
状
が

必
要
で
す
。

・�

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
接
種
方

針
が
決
定
し
次
第
、
対
象
者
に

通
知
し
ま
す
。

ポ
リ
オ
経
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◎個別予防接種委託医療機関一覧表 （50音順）

健康カレンダーの修正とお詫びについて
３月下旬に配布しました健康カレンダー案内図に間違いがありましたので、次のとおり
訂正してお詫びします。
●案内図修正箇所
　「隼人地区」	隼人総合支所→隼人庁舎	 「横川地区」	Ａコープ→なりざわ
　「霧島地区」	運動公園→霧島運動場	 「福山地区」	ＪＡ給油所→ＪＦ給油所

＊詳細については問い合わせください。

地区 実施場所 受付時間
実施日

（春期分） （秋期分）

国分 国分保健センター 13：00～ 13：30
５月21・
　　24～ 28日
６月２～４日・
　　７～８日

11月17～ 18日・
　　22日・30日
12月1日・
　　９～10日・
　　13～14日

隼人 すこやか保健センター 13：00～ 13：30
５月19～20日・
　　26日
６月４日・
　　9～ 11日

11月19日・
　　24～26日
12月10日

牧園 牧園保健センター 13：00～ 13：15 ５月26日 11月17日
横川 横川保健センター 14：00～ 14：15 ５月13日 12月９日
溝辺 溝辺保健福祉センター 13：00～ 13：30 ５月18日・25日 11月16日・30日
福山 福山活性化センター 13：30～ 13：40 ６月３日 12月２日
霧島 霧島保健福祉センター 13：30～ 14：00 ５月27日 11月25日

◎ポリオ経口ワクチン日程表

月　日 曜日 地　区 病　　院　　名 診 療 科 目 電　話

５月２日 日

国 分 原口産婦人科 産婦人科 45 − 0052
隼 人 隼人温泉病院 内科 42 − 2151
加治木町 加治木駅前クリニック 内整形小児科 62 − 2222
姶 良 町 ながた脳神経外科 脳神経外科 67 − 7500
湧 水 町 田代医院 内科循環器科 74 − 2075
国 分 いぢち眼科 眼科 47 − 3618
国 分 たちくら小児科 小児科 47 − 1211

３日 月

国 分 鵜木医院 内科小児科 45 − 0011
隼 人 隼人クリニック 外科 43 − 5511
加治木町 ザ王病院 内科 62 − 4611
姶 良 町 たけうちクリニック 胃腸内外小児科 64 − 5550
牧 園 霧島桜ヶ丘病院 内科神経精神科 78 − 3135
隼 人 隼人福島眼科 眼科 64 − 2940
隼 人 かわの小児科 小児科 42 − 8866

４日 火

国 分 かのう医院 外整形外科内科 46 − 9111
隼 人 永山医院 内科小児科 42 − 0109
加治木町 大井病院 内科外科 63 − 2291
姶 良 町 青雲会病院 内科外科 66 − 3080
横 川 林内科 内科小児科 72 − 1818
加治木町 西眼科医院 眼科 62 − 2526
加治木町 すこやかクリニック 小児科 62 − 0308

５日 水

国 分 梶原内科 内科小児科 47 − 3363
霧 島 霧島杉安病院 外科 57 − 1221
加治木町 加治木温泉病院 内科 62 − 0001
姶 良 町 久永医院 内科小児科 65 − 2507
横 川 猪俣医院 内科 72 − 0003
姶 良 町 青雲会病院眼科 眼科 66 − 3080
国 分 ふたばクリニック 小児科 57 − 5555

９日 日

国 分 中川整形外科 整形外科 48 − 5633
国 分 国分中央病院 内科 45 − 3085
加治木町 港町クリニック 整形理学療法科 63 − 9791
蒲 生 町 吉留クリニック 内科外科 52 − 1111
湧 水 町 ひらしまクリニック 胃腸科外科内科 74 − 2800
加治木町 加治木白石眼科医院 眼科 63 − 1200
姶 良 町 あいら小児科 小児科 66 − 0115

16 日 日

国 分 田中内科消化器科 内消化器小児科 46 − 6123
隼 人 大迫整形外科 整形外科 42 − 6115
溝 辺 佐藤医院 内科小児科 59 − 2607
姶 良 町 野元内科医院 内科 65 − 2015
牧 園 霧島温泉クリニック 内科 78 − 2338
国 分 高倉眼科 眼科 47 − 7300
国 分 きたはらこどもクリニック 小児科 64 − 0677

23 日 日

国 分 浜田医院 皮膚科 45 − 0506
隼 人 島田泌尿器科医院 泌尿器科 42 − 7733
加治木町 川畑内科 内胃腸小児科 63 − 1499
姶 良 町 有村クリニック 内科 65 − 3133
湧 水 町 くりの後庵クリニック 内科 74 − 1500
加治木町 加治木白石眼科医院 眼科 63 − 1200
加治木町 なかむら小児科 小児科 64 − 3711

30 日 日

国 分 原口内科消化器科 内科消化器科 46 − 2232
隼 人 みつお産婦人科 産婦人科 44 − 9339
溝 辺 壱岐医院 内科小児科 59 − 2019
姶 良 町 西元医院 内科小児科 65 − 2005
牧 園 春田医院 内科外科胃腸科 76 − 0053
加治木町 西眼科医院 眼科 62 − 2526
国 分 いかりこどもクリニック 小児科 48 − 5858

月　日 曜日 地　区 薬　　　局　　　名 電　話
５月２日 日 隼 人 わかば調剤薬局 43 − 5430

3 日 月 隼 人 ひなた調剤薬局 42 − 8704
隼 人 とざか薬局隼人店 64 − 2270

4 日 火 国 分 たんぽぽ薬局 48 − 5788
横 川 サン調剤薬局 72 − 1800

5 日 水 国 分 ハート薬局 46 − 1910
国 分 おおぞら薬局 57 − 6220

9 日 日 国 分 国分駅前薬局 48 − 8282
国 分 国分中央薬局 48 − 5133

16 日 日
溝 辺 ケーアイ調剤薬局溝辺店 59 − 1555
国 分 ひまわり薬局 48 − 5520
国 分 ニック調剤薬局国分西店 56 − 7577

23 日 日 隼 人 はーぶ薬局 43 − 0424

30 日 日 国 分 こすもす薬局 64 − 0311
国 分 きらら薬局 47 − 5656
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地
区 医療機関名 電話番号 BCG 三種混合

MR
1期・2期
3期・4期

二種混合
（小６） 日本脳炎

接種開始日 4月1日 4月12日 4月12日 4月12日 未定

国分

青葉クリニック 64−0646 ○ ○ ○ ○ ○
いかりこどもクリニック 48−5858 ○ ○ ○ ○ ○
石塚内科 45−0419 ○ ○ ○
うえぞの内科クリニック 48−6555 ○
鵜木医院 45−0011 ○ ○ ○ ○
かのう医院 46−9111 ○ ○ ○
きたはらこども
クリニック 64−0677 ○ ○ ○ ○ ○
国分外科胃腸科 47−2311 ○ ○ ○ ○
国分生協病院 45−4806 ○ ○ ○ ○ ○
清水内科 47−7173 ○ ○ ○ ○ ○
たちくら小児科 47−1211 ○ ○ ○ ○ ○
田中医院 46−0315 ○ ○ ○ ○
田中内科消化器科 46−6123 ○ ○ ○
帖佐クリニック 64−0711 ○ ○ ○
浜田医院 45−0506 ○ ○ ○
ふたばクリニック
小児科・皮膚科 57−5555 ○ ○ ○ ○ ○
プライマリケアむろ内科 46−6611 ○ ○ ○ ○ ○
三輪クリニック 73−3138 ○ ○ ○ ○

福山 八木クリニック 56−3000 ○ ○ ○ ○ ○

隼人

かわの小児科 42−8866 ○ ○ ○ ○ ○
きりしま内科
リハビリクリニック 64−2222 ○ ○ ○ ○ ○
たぐち内科 42−0320 ○ ○ ○ ○ ○
永田医院 42−3402 ○ ○ ○ ○ ○
永山医院 42−0109 ○ ○ ○
浜崎病院 42−0349 ○ ○ ○ ○
隼人温泉病院 42−2151 ○ ○ ○ ○ ○
はやと整形外科 43−6111 ○ ○ ○
隼人脳神経外科 73−5353 ○ ○
まさやクリニック 64−2750 ○ ○ ○ ○ ○
森クリニック 42−8111 ○
山下内科クリニック 43−0460 ○ ○ ○ ○ ○
吉玉リウマチ・
内科クリニック 42−2755 ○ ○

横川 伊東内科クリニック 72−9088 ○ ○ ○ ○ ○
林内科 72−1818 ○ ○ ○ ○ ○

溝辺
壱岐医院 59−2019 ○ ○ ○ ○ ○
佐藤医院 59−2607 ○ ○ ○ ○ ○
とくだクリニック 64−1717 ○ ○ ○ ○
徳永医院 58−2302 ○ ○ ○ ○ ○

牧園
大庭医院 76−1984 ○ ○ ○ ○
霧島桜ヶ丘病院 78−3135 ○ ○ ○ ○
春田医院 76−0053 ○ ○ ○ ○ ○

霧島 霧島杉安病院 57−1221 ○ ○ ○ ○ ○
竹田医院 57−0011 ○
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琉
り
ゅ
う

誠せ
い	

一
成	

住
吉
５

鮫
島　

雫
し
ず
く	

伸
勝	

山
野
中

小
林　

万ま

祐ゆ	

弘
典	

中
道
２

林　
　

希の

乃の

花か	

丈
夫	

新
川
７

夏
田　

啓け
い

路じ	

卓
也	

木
之
房
１

藤
田　

大だ
い

輝き	

純
行	

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

藤
田　

陽は
る

翔と	

純
行	

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

◎
福
山
町

久
米
村　

空そ
ら	

真	

下
牧
之
原

堀
ノ
内　

結ゆ

暖あ	

仁
也	

西
牧
之
原

德
永　

真ま
な

佳か	

猛	

西
牧
之
原

萩
元　

ほ
の
か	

慎
一	

西
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
2
／
16
～
３
／
15
）

◎
国　

分

（
氏　

名
）　　
　
　

	（
年
齢
）				（
自
治
会
）

瀬
戸
口　

ク
ニ　
　

107　
　

毛
梨
野

前
田　

ハ
ナ　
　
　

90　
　

西
上

﨑
山　

テ
ル
子　
　

78　
　

西
下

塩
福　

千
秋　
　
　

93　
　

福
島
３

藤
﨑　

和
子　
　
　

83　
　

岩
戸

森
田　

靜
子　
　
　

97　
　

小
畑
東

今
重　

イ
シ
子　
　

83　
　

神
田
西

山
田　

チ
カ　
　
　

82　
　

妻
屋

西　
　

恒
夫　
　
　

73　
　

中
福
良
北

米
丸　

ム
ツ　
　
　

93　
　

台
明
寺

海
江
田　

ノ
リ　
　

83　
　

越
倉

牧
元　

哲
郎　
　
　

76　
　

御
里

松
下　

一
文　
　
　

77　
　

奈
敷
２

山
口　

藤
吉　
　
　

80　
　

広
瀬
９

山
元　

マ
サ
子　
　

84　
　

福
島
８

吉
永　

ヒ
サ
エ　
　

83　
　

剣
之
宇
都

髙
野　

ス
ミ　
　
　

83　
　

広
瀬
８

松
田　

正
行　
　
　

90　
　

向
花
中

竹
澤　

キ
ク
ノ　
　

91　
　

福
島
７

山
内　

ヨ
シ　
　
　

78　
　

東
黒
潮

重
薗　

翔
平　
　
　

18　
　

城
山

湊　
　

ヨ
シ
ヱ　
　

89　
　

西
上
新

平
尾　

ス
ミ
子　
　

67　
　

中
台

新
福　

シ
ズ　
　
　

101　
　

松
木
西

◎
溝
辺
町

野
間　

勝
實　
　
　

84　
　

丹
生
附

平
賀　

和
代　
　
　

77　
　

木
佐
貫

長
谷
川　

淳
久　
　

74　
　

陵
南
東

沼
口　

勝
子　
　
　

65　
　

今
別
府

宿
利
原　

保　
　
　

61　
　

空
港
団
地

馬
場　

和
美　
　
　

75　
　

久
保
山
南

仮
屋
園　

タ
ミ
子　

91　
　

上
宮
原

税
所　

義
則　
　
　

96　
　

陵
南
西

揚
野　

三
男　
　
　

77　
　

大
王

◎
横
川
町

中
鶴　

幸
男　
　
　

79　
　

正
牟
田

原
口　

キ
ク
ノ　
　

107　
　

横
川
緑
風
園

山
口　

成
男　
　
　

80　
　

紫
尾
田

酒
匂　

ハ
ル
エ　
　

104　
　

紫
尾
田

俵　
　

積
男　
　
　

87　
　

十
三
谷

堂
免　

髙
雄　
　
　

74　
　

山
ノ
口

花
木　

ユ
キ
ノ　
　

96　
　

小
原

◎
牧
園
町

増
田　

ヨ
ネ　
　
　

91　
　

牧
園
８
区

青
山　

登
美
子　
　

84　
　

母
ヶ
野

古
川　

サ
エ　
　
　

92　
　

三
体
４
区

永
江　

新
次　
　
　

67　
　

持
松
４
区

本
村　

義
治　
　
　

84　
　

中
津
川
６
区

黒
木　

春
枝　
　
　

84　
　

中
津
川
７
区

隈
元　

吉
男　
　
　

70　
　

万
膳
３
区

安
栖　

フ
ヂ　
　
　

81　
　

中
津
川
１
区

◎
霧　

島

橋
口　

美
　
　
　

84　
　

待
世

入
來　

岩
男　
　
　

92　
　

豊
後
迫

◎
隼
人
町

田
原　

克
己　
　
　

85　
　

中
福
良

野
村　

一
郎　
　
　

69　
　

東
前

東　
　

達
也　
　
　

79　
　

湯
田

上
村　

ユ
キ　
　
　

83　
　

真
孝
７

大
人　

勝
子　
　
　

63　
　

小
田
西

松
下　

ハ
ル
子　
　

86　
　

真
孝
４

南
郷　

傳
矢　
　
　

87　
　

下
小
鹿
野

白
石　

ハ
ナ
子　
　

83　
　

菩
提
寺
団
地

大
人　

千
代
治　
　

79　
　

中
城
中

福
元　

ナ
ミ
ヱ　
　

88　
　

平
熊

德
重　

ミ
ネ　
　
　

92　
　

原

今
吉　

時
春　
　
　

57　
　

宇
都
山

坂
口　

幸
男　
　
　

85　
　

真
孝
15

内
之
倉　

久　
　
　

75　
　

川
尻
西

今
德　

ヒ
ヱ　
　
　

87　
　

中
須
西

勝
目　

君
子　
　
　

85　
　

木
之
房
２

谷
口　

ヒ
ロ
子　
　

72　
　

橋
之
口

蒲
地　

美
代
子　
　

89　
　

御
前
馬
場
東

津
之
地　

ミ
キ
ヱ　

92　
　

牟
田

尾　

ノ
ブ　
　
　

85　
　

本
町
３

松
元　

定　
　
　
　

89　
　

本
町
３

◎
福
山
町

立
本　

ミ
ネ　
　
　

95　
　

立
元

久
米
村　

才
二　
　

91　
　

中
大
廻

益
山　

榮
一　
　
　

80　
　

池
之
谷

立
和
田　

新
藏　
　

91　
　

上
大
廻

中
元　

勝
實　
　
　

78　
　

川
路
原

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
脳
ド
ッ
ク
募
集

◦�

対
象
＝
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
税
の

完
納
者
）、
75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る

と
認
定
さ
れ
た
方
は
65
歳
）
以
上
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
完
納
者
）

※	

人
間
ド
ッ
ク
、
特
定
健
診
、
長
寿
健
診
と

重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

市長交際費（3月分）
市長の交際費をお知らせします。 （単位：円）

日付 内　　容 金　額

3月 1日 故隈元吉男氏（元牧園町議・3期）
告別式時生花 10,000 

3月14日 関西福山会出席時祝儀 20,000 

3月23日 お土産・贈答用焼酎 63,650

3月23日 ソニーセミコンダクタ九州ハンド
ボール部日本リーグ優勝懸垂幕 80,000

3月29日 国分駐屯地観桜会出席時会費
（出席者：市長、副市長） 9,000 

３月分合計 182,650

●
委
託
機
関
（
自
己
負
担
金
）・
連
絡
先

◦	

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
（
１
万

７
０
０
０
円
）
☎（
42
）１
１
７
１

◦	

井
料
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
１
万
５
０
０
０
円
）

☎（
46
）９
３
０
０

◦	

国
分
脳
神
経
外
科
（
１
万
６
０
０
０
円
）

☎（
64
）０
０
５
９

◦	

霧
島
記
念
病
院
（
１
万
７
０
０
０
円
）
☎

（
47
）３
１
０
０

●�

各
委
託
機
関
で
の
募
集
人
員

◦�

国
民
健
康
保
険
＝
12
人

◦�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
＝
７
人

◦�

検
査
内
容
＝
一
般
・
循
環
器
・
血
液
一
般
・

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
・
頸
部
超
音
波
検
査

◦�

申
込
＝
５
月
６
日（
木
）か
ら
直
接
医
療
機

関
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
受
付

可
）
受
付
時
間
は
医
療
機
関
ご
と
に
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。	

※	

人
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
募
集

日
程
は
５
月
～
９
月
。
日
程
な
ど
は
直
接

医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎	

問
い
合
わ
せ
先
＝
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
グ
ル
ー
プ
・
後
期
高
齢
者
医
療
グ

ル
ー
プ
☎（
45
）５
１
１
１
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
が
あ
っ
た
の
で
す
。
小
さ
な
神
社

の
境
内
の
入
り
口
、
子
ど
も
の
こ

ろ
父
が
話
を
し
て
い
た
西
ノ
海
で

す
。
鹿
児
島
に
は
横
綱
朝
潮
、
大

関
霧
島
、
若
島
津
、
鶴
ヶ
嶺
、
逆

鉾
、
寺
尾
な
ど
多
く
の
名
力
士
が

い
ま
す
。
大
相
撲
人
気
の
昨
今
、

大
横
綱
西
ノ
海
の
記
念
碑
を
わ
が

ま
ち
の
誇
り
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
龍
馬

人
気
に
続
け
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
相
撲
大
好
き
な
65
歳
男
性
）

●

鹿
児
島
県
出
身
で
名
力
士
を
数

多
く
排
出
し
て
い
る
井
筒
部
屋
、

そ
の
中
で
横
綱
に
ま
で
昇
進
し
た

力
士
が
霧
島
市
の
出
身
と
は
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
横
綱
の
記
念
碑

ぜ
ひ
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

隼
人
町
小
田
か
ら
市
道
宮
内

松
山
線
、
大
型
ス
ー
パ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
車
の

往
来
も
多
く
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や

ダ
ン
プ
な
ど
が
通
る
と
家
が
揺
れ

る
よ
う
に
な
り
、
玄
関
先
も
亀
裂

が
入
り
カ
ギ
も
か
け
づ
ら
く
な
り
、

や
っ
と
市
の
方
で
工
事
が
始
り
、

そ
の
工
事
区
間
は
小
野
小
学
校
に

通
う
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
雨
の
日
、

工
事
関
係
者
の
方
が
子
ど
も
た
ち

に
付
き
添
っ
て
工
事
区
間
を
登
校

し
て
く
だ
さ
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

早
く
登
校
す
る
子
は
７
時
過
ぎ
に

は
行
き
ま
す
。
朝
早
く
か
ら
工
事

現
場
に
来
て
一
人
一
人
付
き
添
っ

て
お
ら
れ
る
姿
を
見
て
と
て
も
温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
気
配
り
し
て
く
だ
さ
る

工
事
現
場
の
方
々
、
道
路
の
完
成

後
も
安
心
で
き
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｔ
61
歳
女
性
）

●

現
場
の
皆
さ
ん
の
心
配
り
に
感

謝
し
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

道
路
整
備
の
た
め
、
今
後
も
工
事

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
「
安
全
第

一
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

先
日
、
子
ど
も
の
小
学
校
の

行
事
が
あ
っ
た
の
で
見
に

行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
ク
ラ
ス

の
男
の
子
が
あ
る
保
護
者
に
向
か 

っ
て
「
あ
っ
こ
わ
い
お
か
あ
さ
ん

だ
ー
」
と
、
本
人
と
し
て
は
冗
談

の
よ
う
で
す
が
、
大
き
な
声
で
言 

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
保
護
者
の

方
は
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
失

礼
だ
よ
」
と
笑
顔
で
か
わ
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
私
は
人
ご
と
な
が

ら
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
お
か
あ
さ
ん

に
な
ん
て
ひ
ど
い
こ
と
を
言
う
の

だ
ろ
う
と
ム
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
失
礼
な
こ
と
を
言
っ

た
子
の
お
か
あ
さ
ん
は
と
い
う
と
、

聞
こ
え
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、

ほ
か
の
お
か
あ
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ

り
。
ま
す
ま
す
腹
が
立
ち
ま
し
た
。

あ
る
時
は
（
こ
れ
は
ほ
か
の
子
ど

も
で
す
が
）、
知
り
合
い
の
お
か

あ
さ
ん
に
「
ク
ソ
バ
バ
、
バ
イ
バ

イ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
は
何
も
言
わ
れ
な
い
か
ら
大
丈

夫
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
何
気
な
い
一
言
で
、
と
て

も
心
が
痛
む
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ

と
い
う
こ
と
を
親
は
教
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。（
こ
ど
も
せ

ん
せ
い
33
歳
女
性
）

●

「
子
は
親
の
鏡
」
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
そ
の
言
葉
、
行
動
は
親

が
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
。
子
ど

も
だ
か
ら
で
済
ま
す
こ
と
が
、
大

人
に
な
っ
て
も
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
す
と
思
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず

お
書
き
く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

ま
ち
な
か
の
桜
を
ご
ら
ん
に

な
り
ま
し
た
か
。
い
ち
早

く
春
を
知
ら
せ
る
城
山
の
山
桜
も

終
わ
り
か
け
た
こ
ろ
、
待
ち
に

待
っ
た
ま
ち
な
か
の
桜
の
薄
紅
が

ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。
電
設
の
埋
設

工
事
の
終
わ
っ
た
き
り
し
ま
国
分

山
形
屋
前
の
通
り
に
植
え
ら
れ
た

数
本
の
桜
。
ま
だ
幼
い
幹
な
が
ら
、

青
空
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
根
付

い
て
い
ま
す
。
南
国
に
は
珍
し
い

吹
雪
の
中
に
も
凛り

ん

と
咲
く
桜
。
春

空
に
向
か
っ
て
ほ
ほ
え
ん
で
い
る

桜
。
数
年
後
に
は
市
民
の
憩
い
の

桜
と
し
て
お
花
見
を
、
そ
し
て
夏

に
は
木
陰
と
し
て
市
民
の
笑
顔
が

集
う
桜
と
な
る
こ
と
を
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
桜
大
好

き
桜
子
ち
ゃ
ん
72
歳
女
性
）

●

学
校
や
公
園
な
ど
で
大
き
く
咲

き
誇
る
桜
。
最
初
は
小
さ
な
苗
だ 

っ
た
は
ず
で
す
。
植
え
た
方
々
の

思
い
に
馳は

せ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

人
生
い
き
い
き
ラ
イ
フ
ワ 

ー
ク
」、
38
年
間
、
日
光
、

肥
料
、
水
加
減
、
防
寒
な
ど
、
春

夏
秋
冬
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
植

物
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
今
そ
の

成
果
を
迎
え
、
美
し
く
や
さ
し
い

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り

で
も
多
く
の
植
物
の
愛
好
家
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
、
花

屋
の
店
頭
に
は
花
木
の
苗
が
あ
ふ

れ
、
フ
ラ
ワ
ー
ブ
ー
ム
で
す
。
私

は
朝
夕
花
に
話
し
か
け
な
が
ら
こ

れ
か
ら
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
５
月
に
は
サ
ツ
キ
も
美
し
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。（
姫
城
公
民 

館
近
く
の
お
じ
さ
ん
71
歳
男
性
）

●

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
花
々
、

多
く
の
方
に
見
て
も
ら
え
る
と
い

い
で
す
ね
。
花
の
名
前
や
育
て
方

な
ど
で
会
話
が
は
ず
む
と
一
層
楽

し
く
な
り
そ
う
で
す
。

３
月
に
山
ケ
野
金
山
史
跡
め

ぐ
り
や
龍
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
霧
島

市
に
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
に

は
、
ま
ず
自
分
で
歩
き
、
認
識
す

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
先
日
も
山
ケ
野
の
史

跡
を
歩
き
ま
し
た
が
、
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ま
し
た
。
山
ケ
野
小
学
校
を

卒
業
さ
れ
た
人
で
さ
え
学
校
の
塀

が
、
金
の
発
掘
で
出
た
石
な
ど
で

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
と
の
お
話
や
、
約
３

５
０
年
前
に
は
、
約
２
万
人
も
の

人
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
な

ど
、
現
在
で
は
想
像
も
で
き
な
い

ほ
ど
薩
摩
藩
に
と
っ
て
重
要
な
地

域
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
。「
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
」
地
域
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

大
変
楽
し
い
史
跡
め
ぐ
り
で
し
た
。

（
名
波
の
黄
門
様
73
歳
男
性
）

●

参
加
し
て
始
め
て
知
る
深
い
歴

史
。
歴
史
と
地
域
の
や
さ
し
さ
に

ふ
れ
あ
え
る
場
所
が
市
内
に
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
黄
門
様
観
光

Ｐ
Ｒ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

夫
の
仕
事
の
都
合
で
転
勤
続

き
の
私
は
、
50
歳
に
な
っ

て
ま
た
知
ら
な
い
ま
ち
、
霧
島
市

で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

知
人
も
な
く
映
画
と
読
書
の
好
き

な
私
は
、
映
画
館
が
遠
い
の
で
近

く
の
図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
先
日
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
に
行
っ
た
と
き
「
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
に
気
付
き
ま
し
た
。

「
な
つ
か
し
の
映
画
を
観み

る
会
」

を
知
り
、
３
週
続
け
て
鑑
賞
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。（
無
料
で
す
）

ス
ク
リ
ー
ン
、
室
内
は
映
画
館
ほ

ど
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
う
れ
し
く

て
、
あ
り
が
た
く
て
わ
く
わ
く
し

て
い
ま
す
。
ず
っ
と
ず
っ
と
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
ず
っ

と
続
き
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
。（
チ
ェ
リ
ル
52
歳
女
性
）

●

名
作
は
何
回
見
て
も
素
晴
ら
し

い
。
鑑
賞
室
は
少
し
小
さ
い
で
す

が
、
十
分
物
語
の
世
界
に
浸
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
上
映
予
定
は
広

報
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
中
で
す
。

霧
島
に
住
ん
で
５
年
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
好
き
な
私
は
、

あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
と
歩
い
て
い
ま

す
。
最
近
歩
い
た
国
道
10
号
沿
い
、

浜
之
市
か
ら
松
山
地
区
の
途
中
に
、

エ
ッ
ー
と
振
り
返
る
と
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
大
活
躍
し
た
大
相

撲
第
30
代
横
綱
西
ノ
海
の
記
念
碑

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を

お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.97/2010.4）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

アケビの花（アケビ科）

お便りをくださったかたの中か
ら国内産・完全無添加「霧島熟
成黒にんにく」を５人の方にプレ
ゼント。応募締め切りは4月30日
（金）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送を持ってかえ
させていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

広報きりしま  2425  Kirishima City Public Relations, 2010.4, Japan



市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

◎人口／128,476人（＋４）
男性／ 61,937人（−25）
女性／ 66,539人（＋29）
出生 115人／死亡 101人
転入 295人／転出 304人
◎世帯数／57,495世帯（−８）

（平成22年３月１日現在）

4PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S

５月号から表紙のデザインを
リニューアルし、横写真から
縦写真へ変更します。
また違った霧島の素晴らしい
風景をお楽しみください。

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださったかたの中から

霧島市携帯サイト

ソ ラマガで空港の魅力を再発見した前之園さん。私も広報担当に
なってから霧島市の多くの魅力を発見しました。人・食・風景…こ

のまちは見どころがいっぱいです。ぜひ皆さんも視点を変えて霧島市の
魅力探しに出かけてみませんか。きっと新たな出会いが待っています（み）

張 り切ってしまいました。恥ずかしながら８月８日の市民参加型
ミュージカルに出演します。この間稽古があり、張り切ってダン

スをしたら（自分ではダンスのつもり）次の日すぐに背中が筋肉痛に。そ
う次の日です。2日後じゃありませんよ。若いということですよねえ（た）

花 の撮影に県民の森へ。管理事務所で花の名前を調べていた
ら、折角ですからと所長さんが薬草の森を案内してくださり、野鳥

のさえずり、めずらしい樹木や花 を々楽しませていただきました。もうすぐ
ゴールデンウイーク、遠出に疲れたら新緑の森めぐりがお勧めです（ふ）

広 く報じる広報と広く聴く広聴。これまで広聴の仕事をしていました
が、４月から広報の担当になりました。どちらかというと人見知り

でのんびりした性格の私。広報の仕事が務まるか不安もありますが、先
輩方の指導のもと一生懸命がんばります。温かく見守ってください（う）

ガ
ネ
の
て
ん
ぷ
ら

サ
ツ
マ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
、

ゴ
ボ
ウ
な
ど
を
棒
状
に
切
り
、

溶
い
た
小
麦
粉
に
か
ら
め
て
揚

げ
る
、
そ
の
姿
形
が
「
カ
ニ
」

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
か
ご
し

ま
弁
で
「
ガ
ネ
」
の
天
ぷ
ら
と

呼
ば
れ
ま
す
。
九
州
の
駅
弁
ラ

ン
キ
ン
グ
で
３
年
連
続
１
位
と

な
っ
た
「
百
年
の
旅
物
語
『
か

れ
い
川
』」、
嘉
例
川
駅
で
や
ま

だ
屋
さ
ん
が
販
売
す
る
弁
当
に

も
ガ
ネ
が
添
え
ら
れ
、
そ
の
味

の
懐
か
し
さ
に
、
観
光
客
が
行

列
を
つ
く
っ
て
買
い
求
め
ま
す
。

霧
島
温
泉
駅
で
は「
ぽ
っ
ぽ
屋
」

の
名
前
で
主
婦
の
皆
さ
ん
が
竹

の
皮
に
包
ん
だ
お
に
ぎ
り
弁
当

を
販
売
、
ガ
ネ
を
添
え
て
こ
ち

ら
も
故ふ
る

郷さ
と

の
味
満
載
。
先
月
行

わ
れ
た
龍
馬
ウ
ォ
ー
ク
や
山
ヶ

野
ウ
ォ
ー
ク
で
も
地
域
の
方
々

が
お
茶
や
漬つ

け
物
、
そ
し
て
ガ

ネ
の
天
ぷ
ら
で
も
て
な
し
を
い

た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

大
好
評
で
し
た
。
主
役
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
人
が
集

ま
る
と
必
ず
出
て
き
ま
す
。
大

鍋
に
菜な

種た
ね

油
、
ジ
ュ
ー
ッ
と
揚

が
っ
た
ガ
ネ
を
サ
ク
ッ
と
食
べ

る
。
ほ
ん
の
り
甘
い
サ
ツ
マ
イ

モ
。
人
を
笑
顔
に
す
る
故
郷
の

味
、
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫

へ
、
こ
の
味
と
お
も
て
な
し
の

心
を
い
つ
ま
で
も
伝
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

昔から健康増進や滋養強壮のために食されてきたニンニク。国内産にこだわり、
霧島の山里でじっくり熟成された黒ニンニクが「霧島熟成黒にんにく」として誕生
しました。〈希望小売価格：７～８個入り袋3,900円・３個入り1,800円〉

◎問い合わせ先＝	株式会社ナガミネ		
		 霧島市牧園町持松1334			☎（76）1187

国内産・完全無添加
「霧島熟成黒にんにく」を
プレゼントします。

図書館だより▶▶▶

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

●
り
ん
ご
の
木
お
は
な
し
会

「
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お

は
な
し
の
部
屋
」

◦�

日
時
＝
５
月
１
日（
土
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
図
書
館
お
は
な
し

の
部
屋

●
ほ
る
と
の
森
お
は
な
し
会

◦�

日
時
＝
５
月
８
・
22
日（
土
）午

後
２
時
～
２
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
図
書
館
お
は
な
し

の
部
屋

●
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

◦�

日
時
＝
５
月
27
日（
木
）・
６
月

３
日（
木
）・
10
日（
木
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分　

◦�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
会
議
室　

◦�

対
象
＝
親
子
（
２
・
３
歳
児
対

象
）
20
組
、
要
事
前
申
し
込
み

◦�

講
師
＝
細
川
真
弓
先
生

●
語
り
の
部
屋

◦�

日
時
＝
５
月
９
日（
日
）午
前
11

時
～
11
時
40
分

◦�

場
所
＝
隼
人
図
書
館

◦�

対
象
＝
５
歳
か
ら
大
人

◎��

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館

☎（
64
）０
９
１
８
、
隼
人
図
書

館
☎（
43
）７
５
７
４

各
種
映
画
会
開
催
の
案
内

●
な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

◦�
時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

【
５
月
は
昨
年
に
引
き
続
き
黒
澤

明
映
画
特
集
の
第
二
弾
】

◦�

６
日
＝
姿
三
四
郎
（
79
分
・
43

年
）
悲
壮
、
絢
爛
、
躍
動
す
る

男
の
世
界
。
黒
澤
明
第
一
回
監

督
作
品
、
大
河
内
傳
次
郎
主
演

◦�

13
日
＝
続
姿
三
四
郎
（
82
分
・

45
年
）
息
も
つ
か
せ
ぬ
こ
の
迫

力
。
熱
血
多
感
の
三
四
郎
、
波

乱
の
再
登
場

◦�

20
日
＝
酔
い
ど
れ
天
使
（
98

分
・
48
年
）
え
ぐ
ら
れ
る
思
い
。

白
い
背
広
が
み
る
み
る
血
の
色

に
。
若
き
三
船
敏
郎
、
い
ぶ
し

銀
の
志
村
喬
。
黒
澤
明
演
出
の

下
に
壮
観
の
演
技
戦
が
展
開
さ

れ
る

◦�

27
日
＝
生
き
る
（
１
４
３
分
・

52
年
）「
何
の
た
め
に
生
き
る

の
か
」
と
い
う
も
っ
と
も
難
し

い
テ
ー
マ
に
全
力
で
立
ち
向
か

う
黒
澤
明
の
感
動
大
力
作

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
１
９

移動図書館日程表（４月～９月分）

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ない方も、インターネット接続可能な
携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 国分：しろやま号
6 
火

7 
金

1 
火

21 
水

3 
火

1 
水

自衛隊福島官舎 
9:50〜10:10

広瀬特貸宿舎 
10:20〜10:40

ニュー福島団地 
10:50〜11:10

国分南ニュータウン 
11:15〜11:35

ロイヤルシティ新町 
14:20〜14:40

奈良田団地 
14:50〜15:10

郡田ゆうゆうタウン 
15:25〜15:45

宮ノ前ニュータウン 
15:50〜16:10

7 
水

11 
火

2 
水

22 
木

4 
水

2 
木

検校橋団地 
9:50〜10:10

下井公民館前 
10:15〜10:35

西山下団地 
10:40〜11:00

大野原団地 
11:10〜11:30

四方田団地 
14:20〜14:40

ニュータウンこいかん橋 
14:45〜15:05

夕日ヶ丘団地 
15:10〜15:30

名波ハイタウン 
15:35〜16:00

8 
木

14 
金

3 
木

23 
金

5 
木

3 
金

鹿銀国分マンション 
9:50〜10:10

サンコーポラス国分重久
10:15〜10:35

新清水団地 
10:40〜11:00

片平・三郷 
11:05〜11:25

グリーンヒル郡田 
14:20〜14:40

つつじヶ丘ニュータウン 
14:45〜15:05

天神台団地 
15:15〜15:30

重久団地 
15:35〜16:00

9 
金

13 
木

4 
金

27 
火

6 
金

7 
火

清水橋（姫城消防詰所近く）
9:50〜10:10

夢ヶ丘ニュータウン 
10:20〜10:40

サンヒルズ重久 
10:45〜11:05

敷根消防詰所横 
14:20〜14:40

川内団地 
14:50〜15:10

上井団地 
15:15〜15:30

城山団地 
15:45〜16:05

13火 12 
水

8 
火

1 
木

10火 8 
水

福島尾籠商店前 
9:50〜10:10

松木公民館 
10:15〜10:35

野口西高城 
10:50〜11:10 国分南小学校　13：10〜14：00

14水 18 
火

9 
水

2 
金

11水 9 
木

敷根新馬場 
9:50〜10:10

広瀬後町通 
10:15〜10:35 青葉小学校　　13：10〜14：00

17 
月

10 
木

6 
火

10 
金 川原小学校　　　10：45〜11：00 国分北小学校　13：10〜14：00

19水 11 
金

7水 14 
火 木原小・中学校　10：10〜11：00 国分西小学校　13：10〜14：0021金 8木

20 
木

15 
火

8木 15 
水 平山小学校　　　10：30〜11：00 上小川小学校　13：10〜14：007水

21金 16 
水

9 
金

16 
木 塚脇小学校　　　10：20〜11：00 国分小学校　　13：10〜14：0019水

26 
水

17 
木

13 
火

17 
金 持松小学校　　　10：20〜11：00 霧島小学校　　13：10〜14：00

15 
木

25 
火

18 
金

14 
水

17 
火

24 
金

大塚団地 
9：45〜10：10

樗木段住宅 
10：20〜10：50 福山小学校　13:10〜14:00 大廻地区公民館　14:20〜14:40

28 
金

28 
月

15 
木

28 
火 永水小学校　　13：10〜14：00

27 
木

29 
火

16 
金

29 
水 向花小学校　　13：10〜14：00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 隼人：すずかけ号  午前中は配本のみ
13 
火

12 
水

9 
水

2 
金

3 
火

9 
木 宮内地区公民館　　　　　10：30〜11：00 小浜小学校 

13:05〜13:50
新川団地 

14:10〜14:30
富隈児童クラブ 
15:30〜16:00

14 
水

13 
木

10 
木

6 
火

4 
水

15 
水 富隈地区公民館　　　　　10：30〜11：00 万膳小学校 

13:10〜13:40
湯の里団地 

14:25〜14:40
三田坪 

14:50〜15:05
15 
木

19 
水

15 
火

7 
水

10 
火

16 
木

姫城地区公民館
10：30〜11：00

中福良地区公民館
14：00〜14：10

中福良小学校 
13:20〜13:50

春光園 
14:35〜15:05

姫城地区公民館横 
15:15〜15:35

28 
水

20 
木

16 
水

8 
木

12 
木

17 
金 松永地区公民館　　　　　10：30〜11：00 安良小学校 

13:15〜14:00
十文字団地 

14:30〜14:45
21 
水

21 
金

17 
木

13 
火

19 
木

21 
火 日当山地区公民館　　　　10：30〜11：00 竹子小学校 

13:15〜14:00
空港南タウン 
14:30〜15:00

天降川団地 
15:15〜15:35

22 
木

25 
火

18 
金

14 
水

20 
金

22 
水 天降川地区共同利用施設　10：30〜11：00 佐々木小学校 

13:15〜14:00
日当山幼稚園横 
14:40〜14:55

宇都団地 
15:00〜15:20

23 
金

26 
水

23 
水

15 
木

26 
木

28 
火 小浜地区公民館　　　　　10：30〜11：00 中津川小学校 

13:05〜13:50
安楽消防分団駐車場 

14:05〜14:35
牧園農村活性化センター 

15:00〜15:25
27 
火

28 
金

24 
木

16 
金

27 
金

29 
水 小野地区公民館　　　　　10：30〜11：00 三体小学校 

13:15〜14:00
悠楽館 

14:40〜15:00
東郷団地 

15:15〜15:35

巡回時間と駐車場 午前
午後

表紙デザイ
ンを

リニューア
ルします

◀5月号表紙案（イメージ）
※公民館・共同利用施設は配本のみです。※夏休み期間中の学校への貸出は行いません。
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